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はじめに

『x86プラットフォーム上のOracle Solarisのブートおよびシャットダウ
ン』は、Oracle Solarisシステム管理に関する重要な情報を提供するドキュメント
セットの一部です。このマニュアルには主に、x86ベースシステムのブートに関する
情報が含まれています。ただし、一部の情報は、x86プラットフォームと SPARCプ
ラットフォームの両方に関連します。

本書は、読者が次のタスクを終了済みであることを前提としています。

■ Oracle Solaris 11をインストール済み
■ 使用する予定のすべてのネットワークソフトウェアを設定済み

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステム
は、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsに記載されています。本書では、プ
ラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

サポートされるシステムについては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを
参照してください。

対象読者
このマニュアルは、Oracle Solaris 11リリースを実行している 1つまたは複数のシステ
ムの管理を行うユーザーを対象にしています。本書を使用するには、UNIXのシステ
ム管理について 1 - 2年の経験が必要です。UNIXシステム管理のトレーニングコース
に参加することも役に立ちます。

Solarisシステム管理マニュアルセットの構成
システム管理ガイドセットに含まれる各ガイドとその内容は、次のとおりです。
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マニュアルのタイトル トピック

『SPARCプラットフォームでのOracle Solarisのブートおよ
びシャットダウン』

システムのブートおよびシャットダウン、ブートサービス
の管理、ブート動作の変更、ZFSからのブート、ブート
アーカイブの管理、および SPARCプラットフォーム上で
のブートのトラブルシューティング

『x86プラットフォーム上のOracle Solarisのブートおよび
シャットダウン』

システムのブートおよびシャットダウン、ブートサービス
の管理、ブート動作の変更、ZFSからのブート、ブート
アーカイブの管理、および x86プラットフォーム上での
ブートのトラブルシューティング

『Oracle Solarisの管理:一般的なタスク』 Oracle Solarisコマンドの使用、システムのブートと
シャットダウン、ユーザーアカウントとグループの管
理、サービスの管理、ハードウェア障害、システム情
報、システムリソース、およびシステム性能、ソフト
ウェアの管理、印刷、コンソールと端末、およびシステム
とソフトウェアの問題の障害追跡

『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』 リムーバブルメディア、ディスクとデバイス、ファイルシ
ステム、およびデータのバックアップと復元

『Oracle Solarisの管理: IPサービス』 TCP/IPネットワーク管理、IPv4および IPv6アドレスの管
理、DHCP、IPsec、IKE、IPフィルタ、および IPQoS

『Oracle Solaris Administration: Naming and Directory Services
』

DNS、NIS、および LDAPネームサービスおよびディレク
トリサービス (NISから LDAPへの移行を含む)

『Oracle Solaris管理:ネットワークインタフェースとネット
ワーク仮想化』

WiFiワイヤレスを含む自動および手動の IPインタ
フェース構成、ブリッジ、VLAN、集積体、LLDP、および
IPMPの管理、仮想NICとリソース管理

『Oracle Solarisのシステム管理 (ネットワークサービス)』 Webキャッシュサーバー、時間関連サービス、ネット
ワークファイルシステム (NFSと autofs)、メール、SLP、お
よび PPP

『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solaris
ゾーン、Oracle Solaris 10ゾーン、およびリソース管理)』

リソース管理機能 (利用可能なシステムリソースをアプリ
ケーションが使用する方法を制御できる)、Oracle Solaris
ゾーンソフトウェア区分技術 (オペレーティングシステム
のサービスを仮想化してアプリケーション実行用の隔離さ
れた環境を作成する)、およびOracle Solaris 10ゾーン
(Oracle Solaris 11カーネル上で実行されるOracle Solaris 10
環境をホストする)

『Oracle Solarisの管理:セキュリティーサービス』 監査、デバイス管理、ファイルセキュリ
ティー、BART、Kerberosサービス、PAM、暗号化フ
レームワーク、キー管理フレームワーク、特
権、RBAC、SASL、Secure Shell、およびウイルスス
キャン。

はじめに
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マニュアルのタイトル トピック

『Oracle Solaris Administration: SMB and Windows
Interoperability』

SMBクライアントが SMB共有を使用できるようにOracle
Solarisシステムを構成できる SMBサービス、SMB共有に
アクセスできる SMBクライアント、およびユーザーとグ
ループの識別情報をOracle SolarisシステムとWindowsシ
ステムの間でマップできるネイティブな識別情報マッピン
グサービス。

『Oracle Solarisの管理: ZFSファイルシステム』 ZFSストレージプールおよびファイルシステムの作成と管
理、スナップショット、クローン、バックアップ、アクセ
ス制御リスト (ACL)による ZFSファイルの保護、ゾーンが
インストールされたOracle Solarisシステム上での ZFSの使
用、エミュレートされたボリューム、およびトラブル
シューティングとデータ回復

『Trusted Extensions構成と管理』 Trusted Extensionsに固有のシステムのインストール、構
成、および管理

『Oracle Solaris 11セキュリティーガイドライン』 Oracle Solarisシステムのセキュリティー保護、および
ゾーン、ZFS、Trusted Extensionsなどのセキュリティー機
能の使用シナリオ

『Oracle Solaris 10からOracle Solaris 11への移行』 インストール、デバイス、ディスク、およびファイルシス
テムの管理、ソフトウェア管理、ネットワーク接続、シス
テム管理、セキュリティー、仮想化、デスクトップ機
能、ユーザーアカウント管理、およびユーザー環境と
いった分野における、システム管理の情報およびOracle
Solaris 10からOracle Solaris 11への移行例を提供します

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

はじめに
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表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]

■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

はじめに
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|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

一般規則
このドキュメントでは次の規則が使用されています。

■ このドキュメント中の手順を実行したり、例 (コマンド入力、コードなど)を使用
する場合には、二重引用符 (")、左一重引用符 (‘)、右一重引用符 (’)をそれぞれ間
違えないように注意してください。

■ このマニュアル中で「Returnキー」と表記しているキーは、キーボードによって
は「Enterキー」という名前になっていることがあります。

■ rootパスには通常、/usr/sbin、/usr/bin、および /etcディレクトリが含まれて
いるため、このマニュアルの手順ではこれらのディレクトリ内のコマンドを絶対
パス名なしで表記します。ただし、それ以外のあまり一般的でないディレクトリ
にあるコマンドについては、このドキュメント中の例では絶対パスで表記しま
す。

はじめに
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x86ベースシステムのブートおよび
シャットダウン (概要)

Oracle Solarisは、データベースやWebサービスなどのエンタープライズサービスが
可能なかぎりいつでも利用できるようにするために、停止することなく動作するよ
うに設計されています。この章では、x86ベースシステムのブートおよびシャットダ
ウンについての概略の情報とガイドラインを提供します。

注 –このマニュアルでは主に、サーバーおよびワークステーション上の単一のOracle
Solarisインスタンスのブートおよびシャットダウンに焦点を合わせていま
す。サービスプロセッサを持つシステムや、複数の物理ドメインを持つシステム上
でのOracle Solarisのブートおよびシャットダウンについての情報は、このドキュメ
ントでは詳細には記載されていません。詳細は、http://www.oracle.com/

technetwork/indexes/documentation/index.htmlにある特定のハードウェアについて
の製品ドキュメントを参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

■ 14ページの「システムのブートおよびシャットダウンの新機能」
■ 16ページの「x86ベースシステムのブートおよびシャットダウン (トピック
マップ)」

■ 17ページの「x86ベースシステムをブートするためのガイドライン」
■ 18ページの「サービス管理機構とブート」
■ 20ページの「実行レベルの動作」
■ 22ページの「Oracle Solarisブートアーキテクチャーの概要」
■ 23ページの「GRUBベースのブート」

SPARCベースシステムのブートおよびシャットダウンについては、『SPARCプ
ラットフォームでのOracle Solarisのブートおよびシャットダウン』を参照してくだ
さい。

1第 1 章
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システムのブートおよびシャットダウンの新機能
Oracle Solaris 11リリースで追加されたブート機能は次のとおりです。

■ 14ページの「管理用に提供された driver.confファイル」
■ 15ページの「ビットマップコンソールのサポート」
■ 15ページの「ブートおよびシャットダウンアニメーション」
■ 16ページの「x86: 32ビットカーネルのサポートの削除」

管理用に提供されたdriver.confファイル
/kernelおよび /platformディレクトリ内にあるベンダー提供の元のファイルを変更
することなく、ドライバ構成ファイル (driver.conf)によって管理上のローカルな変
更を補うことができます。この拡張機能により、システムのアップグレード中に
ローカルな構成を保持しやすくなります。新しい /etc/driver/drvディレクトリに
driver.confファイルを追加することによって、ドライバ構成にローカルな変更を提
供できるようになりました。ブート時に、システムは /etc/driver/drvにそのドライ
バの構成ファイルがないかチェックします。見つかった場合、システムはベン
ダー提供の構成と、管理用に提供された変更を自動的にマージします。

マージされたプロパティーを表示するには、prtconfコマンドに新しい -uオプ
ションを付けて使用します。-uオプションによって、指定されたドライバについて
の元のプロパティー値と変更されたプロパティー値の両方を表示できます。詳細
は、prtconf(1M)のマニュアルページを参照してください。手順について
は、『Oracle Solarisの管理:一般的なタスク』の「デバイスのデフォルトのプロパ
ティー値とカスタマイズされたプロパティー値を表示する方法」を参照してくださ
い。

注 – /kernelおよび /platformディレクトリにあるベンダー提供の driver.confファイ
ルを編集しないでください。ドライバの構成を補完する必要がある場合は、対応す
る driver.confファイルをローカルの /etc/driver/drvディレクトリに追加してか
ら、そのファイルをカスタマイズする方法を推奨します。手順については、『Oracle
Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』の第 5章「デバイスの管理 (概要と手
順)」を参照してください。

次の補足情報も参照してください。

■ driver.conf(4)
■ driver(4)
■ 『Writing Device Drivers』
■ ddi_prop_exists(9F)
■ ddi_prop_lookup(9F)

システムのブートおよびシャットダウンの新機能
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ビットマップコンソールのサポート
Oracle Solaris 11は、x86ベースのシステムで、古いVGA (Video Graphics Array) 640-480
16色コンソールよりも高い解像度と色数をサポートします。このサポートは、従来
の BIOSおよびVESA (Video Electronics Standards Association)オプション読み取り専用
メモリー (ROM)を使用するシステムを対象に提供されます。サポートは、物理また
は仮想コンソールとしてグラフィックカードまたはフレームバッファーが使用され
るときに限られることに注意してください。シリアルコンソールの動作への影響は
ありません。

詳細は、61ページの「ビットマップコンソールのサポート」を参照してください。

ブートおよびシャットダウンアニメーション
ブートプロセス中にシステム上で表示される進捗状況インジケータは、次の場合に
自動的に割り込まれます:

■ カーネルデバッガに移行した。
■ システムパニックが発生した。
■ 入力が必要なOracle Solarisサービスのサービス管理機能 (SMF)がブートプロセス
に割り込んだ。

■ GDM (GNOME Desktop Manager)のログイン画面が表示された。

システムをブートするときに console=graphicsオプションが指定され、かつ X.org

サーバーによってシャットダウンがトリガーされた場合は、シャットダウンプロセ
ス中に進捗ステータスインジケータが表示されます。svc:/system/boot-config SMF
サービスの新しい splash-shutdownプロパティーを falseに設定することにより、進
捗状況インジケータを非表示にすることができます。手順については、63ページ
の「シャットダウンアニメーションの無効化」を参照してください。

高速リブート
高速リブートでは、カーネルをメモリー内に読み込んでからそのカーネルに切り替
えるインカーネルブートローダーが実装されます。ファームウェアおよびブート
ローダーのプロセスがバイパスされ、システムを数秒以内でリブートできるように
なります。

高速リブート機能は SMFによって管理され、ブート構成サービス
svc:/system/boot-configを通して実装されます。boot-configサービスは、デフォル
トのブート構成パラメータを設定または変更する手段を提供しま
す。config/fastreboot_defaultプロパティーを trueに設定すると、システムは高速
リブートを自動的に実行するため、 reboot -fコマンドを使用する必要はありませ

システムのブートおよびシャットダウンの新機能
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ん。このプロパティーの値は、x86プラットフォームでは trueに設定されていま
す。SPARCプラットフォーム上での高速リブートのデフォルト動作を変更する方法
を含むタスク関連の情報については、46ページの「x86ベースシステム上のリ
ブートプロセスの高速化」を参照してください。

x86: 32ビットカーネルのサポートの削除
Oracle Solaris 11では、x86プラットフォームでの 32ビットカーネルのサポートが削除
されました。その結果、32ビットの x86プラットフォーム上ではOracle Solaris 11を
ブートできません。32ビットハードウェアを含むシステムは、64ビットハード
ウェアにアップグレードするか、または引き続きOracle Solaris 10を実行する必要が
あります。

注 –このサポートの削除は、32ビットアプリケーションには影響しません。x86プ
ラットフォーム上での 32ビットアプリケーションに対するサポートは同じままで
す。

x86ベースシステムのブートおよびシャットダウン (ト
ピックマップ)

次の参照情報を使用して、このドキュメント内のさまざまなブート関連のトピック
についての手順を見つけてください。

表 1–1 x86ベースシステムのブートおよびシャットダウン:トピックマップ

タスク 参照先

x86ベースシステムを指定された状態にします
(実行レベルブート)。

第 2章「指定された状態への x86ベースシステ
ムのブート (タスク)」

x86ベースシステムをシャットダウンします。 第 3章「システムのシャットダウン (手順)」

x86ベースシステムをリブートします。 第 4章「x86ベースシステムのリブート (タス
ク)」

x86システムをネットワークからブートしま
す。

第 5章「x86ベースシステムのネットワークから
のブート (作業)」

x86ベースシステム上のデフォルトのブート動
作を変更します。

第 6章「x86ベースシステム上のブートパラ
メータの変更 (タスク)」

x86ベースシステム上で ZFS BE、スナップ
ショット、またはデータセットの作成と管
理、およびこれらの環境からのブートを行いま
す。

第 7章「x86プラットフォーム上での ZFSブート
環境の作成、管理、およびこのブート環境から
のブート (タスク)」

x86ベースシステムのブートおよびシャットダウン (トピックマップ)

x86プラットフォーム上のOracle Solarisのブートおよびシャットダウン • 2012年 3月16



表 1–1 x86ベースシステムのブートおよびシャットダウン:トピックマップ (続き)
タスク 参照先

ブート管理インタフェース (bootadm)を使用する
ことによって x86ベースシステムをブート可能
に維持します。

第 8章「x86ベースシステムのブート可能状態の
維持 (タスク)」

x86ベースシステムのブートをトラブル
シューティングします。

第 9章「x86ベースシステムのブートのトラブル
シューティング (タスク)」

x86ベースシステムをブートするためのガイドライン
システムをブートするときは、次のガイドラインに従ってください。

■ シャットダウンした x86ベースシステムは、GRUBメニューでオペレーティング
システムを選択することによってブートします。オペレーティングシステムが選
択されていない場合、システムは、menu.lstファイルで指定されているデフォル
トのオペレーティングシステムをブートします。

■ 電源を切断したあとに再投入すればシステムをリブートできます。

注意 –このシャットダウン方法をサポートしているリリースが稼働する x86シス
テムを使用するのでないかぎり、この方法は正常なシャットダウンとは言えませ
ん。このシャットダウン方法は、緊急の場合にだけ使用してください。システム
サービスやプロセスが突然終了するため、ファイルシステムに損傷を与えること
があります。この種の損傷の修復作業には手間がかかり、さまざまな
ユーザーファイルやシステムファイルをバックアップコピーから復元する必要が
生じる可能性があります。

システムをブートする理由
次の表に示す理由により、x86ベースシステムのブートが必要になることがありま
す。また、システム管理タスクと、これらのタスクを完了するために使用される対
応するブートオプションについても説明します。

表 1–2 システムのブート

システムリブートの理由 適切なブートオプション 参照先

停電のためシステムの電源を切断しま
す

システムの電源を再投入します 第 3章「システムのシャットダウン
(手順)」

/etc/systemファイル内のカーネルパ
ラメータを変更します

システムをマルチユーザー状態にリ
ブートします (NFSリソースを共有す
る実行レベル 3)

29ページの「マルチユーザー状態 (実
行レベル 3)への x86ベースシステムの
ブート」

x86ベースシステムをブートするためのガイドライン
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表 1–2 システムのブート (続き)
システムリブートの理由 適切なブートオプション 参照先

ファイルシステムを保守します (シス
テムデータのバックアップや復元な
ど)

シングルユーザー状態 (実行レベル S)
でCtrl + Dキーを押してシステムをマ
ルチユーザー状態 (実行レベル 3)に戻
します

30ページの「シングルユーザー状態
(実行レベル S)への x86ベースシステ
ムのブート」

/etc/systemなどのシステム構成
ファイルを修復します

対話式ブート 31ページの「x86ベースシステムの対
話式ブート」

システムにハードウェアを追加します
(または、システムからハードウェア
を削除する)

再ブート (デバイスがホットプラグ対
応でない場合は、デバイスを追加また
は削除したあとにシステムの電源を入
れます)

『Oracle Solarisの管理:デバイスと
ファイルシステム』の「ZFSファイル
システム用のディスクの設定 (タスク
マップ)」

システムをハング状態から回復さ
せ、クラッシュダンプを強制します。

回復ブート 92ページの「クラッシュダンプを強制
してシステムをリブートする方法」

カーネルデバッガ (kmdb)を使用してシ
ステムをブートし、システムの障害を
調査します

kmdbをブートします 93ページの「カーネルデバッガ (kmdb)
を有効にした状態でシステムをブート
する方法」

サービス管理機構とブート
SMFは、従来のUNIXの起動スクリプト、init実行レベル、および構成ファイルを補
強するインフラストラクチャーを提供します。SMFの導入により、ブートプロセス
で作成されるメッセージが少なくなりました。デフォルトでは、サービスの起動時
にメッセージは表示されません。ブートメッセージによって提供されていた情報
は、/var/svc/logにある各サービス用のログファイルで提供されるようになりまし
た。ブートの問題の診断には svcsコマンドが役立ちます。ブートプロセス中に各
サービスが開始されたときにメッセージを生成するには、bootコマンドで -vオプ
ションを使用します。

システムがブートされるとき、ブート先のマイルストーンを選択したり、記録され
るエラーメッセージのレベルを選択したりできます。例:

■ 次のコマンドを使用すると、ブート先の特定のマイルストーンを選択できます。

ok boot -m milestone=milestone

デフォルトのマイルストーンは、有効になっているすべてのサービスを起動する
allです。ほかの有用なマイルストーンは noneで、これは init、svc.startd、お
よび svc.configdのみを開始します。このマイルストーンは、サービスを手動で
開始できる非常に有用なデバッグ環境を提供します。noneマイルストーンを使用
する方法については、『Oracle Solarisの管理:一般的なタスク』の「どのサービス
も起動しないでブートする方法」を参照してください。

サービス管理機構とブート
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実行レベルと同等な single-user、multi-user、および multi-user-serverも使用
できますが、一般的には使用されません。特に multi-user-serverマイルス
トーンは、そのマイルストーンに依存しないサービスを開始しないため、重要な
サービスを含まないことがあります。

■ 次のコマンドを使用すると、svc.startdのログレベルを選択できます。

ok boot -m logging_level

選択できるログレベルは quiet、verbose、および debugです。ログレベルに関す
る具体的な情報については、『Oracle Solarisの管理:一般的なタスク』の「SMF
サービスのエラーログ」を参照してください。

SMF使用時のブート動作に関する変更
SMFが提供する機能のほとんどが、ユーザーの目に触れることなく実行されるた
め、ユーザーは通常これらの機能に気付きません。それ以外の機能には新しいコマ
ンドでアクセスします。

もっともよく目にする動作の変更の一覧を次に示します。

■ ブートプロセスで生成されるメッセージが少なくなりました。デフォルトで
は、サービスの起動時にメッセージは表示されません。ブートメッセージに
よって提供されていた情報は、/var/svc/logにある各サービス用のログファイル
で提供されるようになりました。ブートの問題の診断には svcsコマンドが役立ち
ます。なお、bootコマンドで -vオプションを使用すれば、ブートプロセス中に
各サービスが起動されるたびにメッセージが生成されます。

■ サービスは可能なかぎり自動的に再起動されるため、プロセスの終了が失敗した
ように見えることがあります。サービスに障害があれば保守モードに切り替わり
ますが、通常、サービスのプロセスが終了すると、そのサービスは再起動されま
す。SMFサービスが実行されないようにするには、svcadmコマンドを使用してそ
のプロセスを停止する必要があります。

■ /etc/init.dおよび /etc/rc*.d内の多くのスクリプトが削除されました。サービ
スの有効化および無効化に、これらのスクリプトはもう必要ありませ
ん。/etc/inittabのエントリも削除され、サービスの管理に SMFが使用できるよ
うになりました。ISVによって提供されるスクリプトおよび inittabエント
リ、あるいはローカルで開発されたそれらは、従来どおり機能します。各サービ
スは、ブートプロセス内のまったく同じ時点では開始されない可能性があります
が、SMFサービスの前に開始されることはありません。

サービス管理機構とブート
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実行レベルの動作
システムの「実行レベル」(「init状態」とも呼ばれる)は、ユーザーが使用できる
サービスとリソースを定義します。システムが一度に持つことのできる実行レベル
は 1つだけです。

Oracle Solarisには、次の表で説明する 8つの実行レベルがあります。デフォルトの実
行レベル 3は、/etc/inittabファイルに指定されています。

表 1–3 Oracle Solarisの実行レベル

実行レベル init状態 タイプ 目的

0 電源切断状態 電源切断 オペレーティングシステムをシャットダウ
ンして、システムの電源を安全に落とせる
ようにします。

sまたは S シングルユーザー状態 シングルユーザー 一部のファイルシステムがマウントされ使
用可能な状態で、シングルユーザーとして
動作します。

1 システム管理状態 シングルユーザー すべての使用可能なファイルシステムにア
クセスします。ユーザーログインは使用で
きません。

2 マルチユーザー状態 マルチユーザー 通常の運用に使用します。複数の
ユーザーがシステムとすべてのファイルシ
ステムにアクセスできます。NFS
サーバーデーモンを除く、すべてのデーモ
ンが動作します。

3 NFSリソースを共有したマルチ
ユーザーレベル

マルチユーザー NFSリソースを共有する通常の運用に使用
します。これがデフォルトの実行レベルで
す。

4 マルチユーザー状態 (予備) マルチユーザー デフォルトでは構成されていませんが、顧
客用に使用できます。

5 電源切断状態 電源切断 オペレーティングシステムをシャットダウ
ンしてシステムの電源を安全に落とせるよ
うにします。可能であれば、この機能をサ
ポートしているシステムでは電源を自動的
に切断します。

6 リブート状態 リブート システムをシャットダウンして実行レベル 0
にしたあと、NFSリソースを共有するマル
チユーザーレベル (または inittabファイル
に指定されたデフォルトの実行レベル)でリ
ブートします。

実行レベルの動作
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また、svcadmコマンドを使用してシステムの実行レベルを変更することもできま
す。その場合は、実行するときのマイルストーンを選択してください。次の表
に、各マイルストーンに対応する実行レベルを示します。

表 1–4 実行レベルと SMFマイルストーン

実行レベル SMFマイルストーンの FMRI

S milestone/single-user:default

2 milestone/multi-user:default

3 milestone/multi-user-server:default

システムがマルチユーザー状態 (実行レベル3)に
ブートされたときの処理
1. initプロセスが開始され、環境変数を設定するために

svc:/system/environment:init SMFサービス内に定義されているプロパティーを
読み取ります。デフォルトでは、TIMEZONE変数だけが設定されます。

2. initは inittabファイルを読み取り、次の処理を行います。

a. actionフィールドが sysinitになっているすべてのプロセスエントリを実行し
て、ユーザーがシステムにログインする前に特殊な初期化がすべて行われるよ
うにします。

b. 起動アクティビティーを svc.startdに渡します。

initプロセスが inittabファイルを使用する方法についての詳細は、init(1M)の
マニュアルページを参照してください。

実行レベルとマイルストーンの使い分け
一般に、マイルストーンまたは実行レベルを変更する手順はめったに実行されませ
ん。必要な場合、実行レベルを変更するために initコマンドを使用するとマイルス
トーンも変更され、これは使用するのに適切なコマンドです。initコマンドはま
た、システムをシャットダウンするのにも適しています。

ただし、noneマイルストーンを使用してシステムをブートすると、起動時の問題を
デバッグするときに非常に役立つ場合があります。noneマイルストーンと同等の実
行レベルはありません。詳細は、『Oracle Solarisの管理:一般的なタスク』の「どの
サービスも起動しないでブートする方法」を参照してください。

実行レベルの動作
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Oracle Solarisブートアーキテクチャーの概要
Oracle Solarisブートアーキテクチャーには、次の基本特性が含まれています。
■ ブートアーカイブの使用

ブートアーカイブとは、システムのブートに必要なすべてのファイルが含まれて
いるRAMディスクイメージのことです。詳細は、80ページの「Oracle Solaris
ブートアーカイブの説明」を参照してください。

■ ブート管理インタフェースを使用してOracle Solarisブートアーカイブの整合性を
維持

bootadmコマンドは、ブートアーカイブの更新と検証を細部にわたって処理しま
す。インストールまたはアップグレードの間、bootadmコマンドは初期ブート
アーカイブを作成します。通常のシステムシャットダウンの処理中に、シャット
ダウンプロセスではブートアーカイブの内容がルートファイルシステムと比較さ
れます。システムにドライバや構成ファイルなどの更新がある場合、ブート
アーカイブがこれらの変更を含むように再構築されることによって、リブート時
にブートアーカイブとルートファイルシステムの同期がとられます。bootadmコ
マンドを使用して、ブートアーカイブを手動で更新することができます。手順に
ついては、82ページの「ブートアーカイブの整合性の維持」を参照してくださ
い。

詳細は、bootadm(1M)および boot(1M)のマニュアルページを参照してください。
■ インストール中のルートファイルシステムとしてのRAMディスクイメージの使
用

RAMディスクイメージは、ブートアーカイブから生成されたあと、ブートデバイ
スからシステムに転送されます。

ソフトウェアをインストールする場合、RAMディスクイメージは、インストール
プロセス全体に使用されるルートファイルシステムになります。この目的でRAM
ディスクイメージを使用すると、リムーバブルメディアからシステムをブートす
る必要がなくなります。RAMディスクファイルシステムのタイプには、HSFS
(High Sierra File System)を指定できます。

x86ブートプロセスの動作
このセクションではOracle Solaris x86プラットフォーム上の基本的なブートプロセス
について説明します。サービスプロセッサを持つシステムや、複数の物理ドメイン
を持つシステムなど、特定のハードウェアタイプ上のブートプロセスについての詳
細は、http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.htmlにあ
る特定のハードウェアの製品ドキュメントを参照してください。

x86ベースシステムの電源を入れると、BIOSによってCPU、メモリー、およびプ
ラットフォームハードウェアが初期化されます。BIOSフェーズが完了すると、構成
されたブートデバイスからブートローダーが読み込まれ、システムの制御がブート

Oracle Solarisブートアーキテクチャーの概要
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ローダーに移されます。それによって、ブートプロセスが開始されます。「ブート
ローダー」は、システムの電源を投入したあとに最初に動作するソフトウェアプロ
グラムです。このプログラムによってブートプロセスが開始されます。Oracle Solaris
では、GRand Unified Bootloader (「GRUB」とも呼ばれる)が x86ベースシステム上の
デフォルトのブートローダーです。

GRUBベースのブート
Oracle Solarisでは、オープンソースのGRUB (GRand Unified Bootloader)が x86ベース
システム上のデフォルトのブートローダーです。GRUBは、ブートアーカイブをシ
ステムのメモリーにロードするソフトウェアです。ブートアーカイブは、システム
の起動中にルートファイルシステムがマウントされる前に必要な、重要なファイル
の集まりです。ブートアーカイブとは、Oracle Solarisのブートに使用されるインタ
フェースのことです。GRUBの詳細は、http://www.gnu.org/software/grub/

grub.htmlを参照してください。grub(5)のマニュアルページも参照してください。

GRUBは、menu.lstファイルと呼ばれる構成ファイルに定義済みのブートオプ
ションが含まれているメニューインタフェースを実装します。また、デフォルトの
ブートパラメータの変更など、さまざまなブート機能の実行に使用できるGUIメ
ニューインタフェースからアクセス可能なコマンド行インタフェースも備えていま
す。

Oracle Solarisカーネルは、マルチブート仕様に完全に準拠しています。GRUBを使用
すると、1つのシステムにインストールされる可能性のある異なるオペレーティング
システムをブートできます。たとえば、システムのブート時にGRUBメニューで適
切なブートエントリを選択することによって、Oracle Solaris、Linux、または
Windowsを個別にブートできます。または、デフォルトで特定のOSインスタンスを
ブートするように menu.lstファイルをカスタマイズできます。

GRUBでは、ファイルシステムとカーネル実行可能ファイルの形式が認識されるた
め、ディスク上のカーネルの物理的な位置を記録しておかなくても、オペ
レーティングシステムを読み込むことができます。GRUBベースのブートで
は、カーネルはそのファイル名だけでなく、カーネルが存在するドライブと
パーティションを指定することによって読み込まれます。

GRUBベースのブート
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GRUBのコンポーネント
GRUBブートローダーのコンポーネントは次のとおりです。

■ stage1 – fdiskパーティションの最初のセクターにインストールされるイメージで
す。installgrubコマンドに -mオプションを指定して、stage1をマスターブート
セクターにインストールすることもできます。詳細は、installgrub(1M)のマ
ニュアルページおよび『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステ
ム』の「GRUBブート環境でのディスク管理」を参照してください。

■ stage2 – fdiskパーティションの予約済み領域にインストールされるイメージで
す。stage2イメージはGRUBのコアイメージです。

■ menu.lstファイル –通常は、ZFSルートファイルシステムを含むシステム上の
/pool-name/boot/grubディレクトリにあります。ここで、/pool-name/boot/grubは
ZFSストレージプールの名前です。このファイルは、GRUB stage2ファイルに
よって読み取られます。詳細は、64ページの「menu.lstファイルの編集による
ブートエントリとパラメータの変更」のセクションを参照してください。

ddコマンドを使用して、stage1および stage2のイメージをディスクに書き込むこと
はできません。stage1イメージは、ディスク上にある stage2イメージの場所に関す
る情報を受け取れる必要があります。installgrubコマンドを使用してください。こ
のコマンドは、GRUBブートブロックをインストールするためにサポートされてい
る方法です。

GRUBメニューの目的と機能
x86ベースのシステムをブートするときに表示されるメニューはGRUBメニューで
す。このメニューは、GRUBの menu.lstファイル内の構成情報に基づいていま
す。ブートシーケンスが始まると、GRUBメニューが表示されます。ブートシーケ
ンスに割り込まない場合、デフォルトエントリ (通常は menu.lstファイルの最初のエ
ントリ)がデフォルトでブートされます。

ブート時にGRUBメニューを編集して、別のオペレーティングシステムの
ブート、またはデフォルトブートエントリのパラメータの変更を実行できます。そ
のためには、GRUBメニューが表示されたらすぐに eを入力します。eを入力する
と、ブートプロセスに割り込んで、GRUB編集メニューが表示されます。ここで
は、ブートする別のOSの選択、またはデフォルトブートエントリのデフォルト
ブートパラメータの変更を行うことができます。変更されたブート動作は、システ
ムの次回ブート時までしか持続しないことに注意してください。手順については、59
ページの「ブート時のブートパラメータの変更」を参照してください。

GRUBベースのブート

x86プラットフォーム上のOracle Solarisのブートおよびシャットダウン • 2012年 3月24

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=dsc&id=/app/docs/doc/E29114installgrub-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26924&id=SAGDFSgbehx
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26924&id=SAGDFSgbehx


GRUBデバイス命名規則
GRUBでは、以前のリリースで使用されていたものとは若干異なるデバイス命名規
則が使用されます。GRUBで使用されるデバイス命名規則を理解しておくと、シス
テム上でGRUBを構成するときにドライブやパーティションの情報を正しく指定す
るのに役立ちます。

次の表で、GRUBで使用されるデバイス命名規則について説明します。

表 1–5 GRUBデバイスの規則

デバイス名 説明

(fd0) 最初のフロッピーディスク

(fd1) 2番目のフロッピーディスク

(nd) ネットワークデバイス

(hd0,0) 最初のディスク上の最初の fdisk

パーティション

(hd0,1) 最初のディスク上の 2番目の fdisk

パーティション

(hd0,0,a), 最初のディスク上の最初の fdisk

パーティション上のスライス a

(hd0,0,b) 最初のディスク上の最初の fdisk

パーティション上のスライス b

注 – GRUBデバイス名はすべて括弧で囲む必要があります。

Solaris 10 10/08リリース以降では、GRUBで以前使用されていた rootコマンドが
findrootコマンドに置き換わりました。findrootコマンドは、ブートデバイスには
関係なく、対象のディスクを検出するための拡張機能を提供します。

x86およびGRUBブートの用語
x86ベースシステムのブートおよびシャットダウンには、次の基本的な用語が使用さ
れます。

BIOS (Basic Input/Output System) x86ベースシステムでは、BIOSは、電源投入時
に PCによって最初に実行されるコードになる
ように設計されたブートファームウェアで
す。BIOSの最初の機能は、ビデオディスプレイ

GRUBベースのブート
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カード、ハードディスク、フロッピーディス
ク、その他のハードウェアなどのシステムデバ
イスを識別、テスト、および初期化することで
す。

ブートアーカイブ Oracle Solaris OSのブートに使用されるクリ
ティカルなファイルの集まり。これらのファイ
ルは、ルートファイルシステムがマウントされ
る前、システムの起動中に必要です。

ブートローダー システムの電源を投入したあとに最初に実行さ
れるソフトウェアプログラム。このプログラム
がブートプロセスを開始します。

GRUB (GRand Unified Bootloader) GRUBは、x86ベースシステム上で使用されるマ
ルチブートブートローダーです。ブート
ローダーは、システムの起動時に最初に実行さ
れるソフトウェアプログラムです。オペ
レーティングシステムのカーネルソフトウェア
(Oracle Solaris、Linux、およびWindows)を読み
込み、そのカーネルソフトウェアに制御を移す
役割を果たします。

GRUB編集メニュー GRUBメインメニューのサブメニュー。このサ
ブメニューには、GRUBコマンドが表示されま
す。これらのコマンドを編集して、ブート動作
を変更できます。

GRUBメインメニュー システムにインストールされているオペ
レーティングシステムがリストされたブートメ
ニュー。このメニューから、BIOSまたは fdisk

パーティションの設定を変更することなく、簡
単にオペレーティングシステムをブートできま
す。

menu.lstファイル システムにインストールされているすべてのオ
ペレーティングシステムがリストされた構成
ファイル。このファイルの内容は、GRUBメ
ニューに表示されるオペレーティングシステム
の一覧を記述したものです。GRUBのメ
ニューから、BIOSまたは fdiskパーティション
の設定を変更することなく、簡単にオペ
レーティングシステムをブートできます。

GRUBベースのブート
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指定された状態への x86ベースシステム
のブート (タスク)

この章では、x86ベースシステムをさまざまなシステム状態 (「実行レベル」とも呼
ばれる)にブートするためのタスク関連の情報を提供します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 27ページの「指定された状態への x86ベースシステムのブート (タスクマップ)」
■ 28ページの「指定された状態への x86ベースシステムのブート」

x86ベースシステムのブートに関する概略の情報は、第 1章「x86ベースシステムの
ブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

指定された状態への SPARCベースシステムのブートについては、『SPARCプラット
フォームでのOracle Solarisのブートおよびシャットダウン』の第 2章「指定された状
態への SPARCベースシステムのブート (手順)」を参照してください。

指定された状態への x86ベースシステムのブート (タスク
マップ)

表 2–1 指定された状態への x86ベースシステムのブート:タスクマップ

タスク 説明 参照先

システムの現在の実行レベルを
確認します。

whoコマンドと -rオプションを
使用して、システムの現在の実
行レベルを確認します。

28ページの「システムの現在
の実行レベルの確認」

x86ベースシステムをマルチ
ユーザー状態にブートします。

このブート方法は、シャットダ
ウン後またはシステムのハード
ウェア保守タスクの実行後にシ
ステムをマルチユーザー状態
(実行レベル 3)に戻す場合に使
用します。

29ページの「マルチ
ユーザー状態 (実行レベル 3)へ
の x86ベースシステムの
ブート」
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表 2–1 指定された状態への x86ベースシステムのブート:タスクマップ (続き)
タスク 説明 参照先

x86ベースのシステムをシング
ルユーザー状態でブートしま
す。

このブート方法は、ファイルシ
ステムのバックアップなど、シ
ステムの保守タスクを実行する
場合に使用します。

30ページの「シングル
ユーザー状態 (実行レベル S)へ
の x86ベースシステムの
ブート」

x86システムを対話式でブート
します。

このブート方法は、テストのた
めにシステムファイルまたは
カーネルを一時的に変更したあ
とで使用します。

31ページの「x86ベースシステ
ムの対話式ブート」

指定された状態への x86ベースシステムのブート
次の手順では、指定された状態に x86ベースシステムをブートする方法 (実行レベル
のブートとも呼ばれる)を説明しています。

システムの現在の実行レベルの確認
システムの現在の実行レベルを確認するには、who -rコマンドを使用します。

例 2–1 システムの実行レベルを確認する

who -rコマンドの出力には、システムの現在の実行レベルと、以前の実行レベルに関
する情報が表示されます。

$ who -r

. run-level 3 Dec 13 10:10 3 0 S

$

who -rコマンドの出力 説明

run-level 3 現在の実行レベル

Dec 13 10:10 実行レベルが最後に変更された日時

3 現在の実行レベル

0 最後にリブートしてからシステムがこの実行レ
ベルになった回数

S 以前の実行レベル

指定された状態への x86ベースシステムのブート
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マルチユーザー状態 (実行レベル3)への x86
ベースシステムのブート
システムの電源が切れている場合に電源を投入するか、または rebootコマンドを使
用すると、マルチユーザーのブートシーケンスが開始されます。

who -rコマンドを使って、システムが指定した実行レベルになっていることを確認
します。28ページの「システムの現在の実行レベルの確認」を参照してください。

▼ システムをマルチユーザー状態 (実行レベル3)にブートする方法
この手順を使用して、現時点で実行レベル 0になっている x86ベースシステムを実行
レベル 3にブートします。

システムをリブートします。
# reboot

Press any key to reboot プロンプトが表示されている場合は、任意のキーを押して
システムをリブートします。

あるいは、リセットボタンを使用することもできます。システムが停止している場
合は、電源スイッチを押してシステムを起動します。

ブートシーケンスが始まると、GRUBメインメニューが表示されます。

GRUBメインメニューが表示されたら、Enterキーを押してデフォルトのOSインスタ
ンスをブートします。

10秒以内にエントリを選択しないと、システムは自動的に実行レベル 3にブートし
ます。

ブートプロセスが正常に終了すると、ログイン画面かログインプロンプトが表示さ
れます。

システムにログインします。
hostname console login:

システムが実行レベル 3になっていることを確認します。
$ who -r

. run-level 3 Mar 2 09:44 3 0 S

1

2

3

4
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シングルユーザー状態 (実行レベル S)への x86
ベースシステムのブート
システムのシングルユーザー状態へのブートは、ファイルシステムのバックアップ
や、システムに関するその他の問題のトラブルシューティングなどのシステム保守
に使用されます。

▼ システムをシングルユーザー状態 (実行レベル S)にブートする方
法

システムをリブートします。
# reboot

Press any key to reboot プロンプトが表示されている場合は、任意のキーを押して
システムをリブートします。

あるいは、リセットボタンを使用することもできます。システムが停止している場
合は、電源スイッチを押してシステムを起動します。

ブートシーケンスが始まると、GRUBメインメニューが表示されます。

GRUBメインメニューが表示されたら、eと入力してGRUBメニューを編集します。

実行しているリリースによっては、矢印キーを使用して kernel$行を選択します。
矢印キーを使用できない場合は、キャレット (^)キーを使って上方へスクロールした
り、英字キー vを使って下方へスクロールしたりします。

eと再度入力してブートエントリを編集します。
ここから、kernel行または kernel$行にオプションと引数を追加できます。

システムをシングルユーザー状態でブートするには、ブートエントリ行の末尾に -s

を入力してから、Returnキーを押して前の画面に戻ります。

注 –他のブート動作を指定するには、-sオプションを適切なブートオプションに置き
換えます。

この方法で、次の代替ブート動作を指定できます。

■ 再構成用ブートを実行する
■ カーネルデバッガを使ってシステムをブートする
■ コンソールをリダイレクトする

詳細は、boot(1M)のマニュアルページを参照してください。

システムをシングルユーザー状態でブートするには、bと入力します。
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プロンプトが表示されたら、rootパスワードを入力します。

システムが実行レベル Sになっていることを確認します。
# who -r

. run-level S Jun 13 11:07 S 0 0

実行レベルを Sに移行して行う必要があるシステム保守タスクを行います。

システムの保守タスクが完了したら、システムをリブートします。

x86ベースシステムの対話式ブート
対話式でのシステムのブートは、ブートプロセス中に代替カーネルまたは
/etc/systemファイルを指定する必要がある場合に役立ちます。システムを対話式で
ブートするには、次の手順を使用します。または、代替ブート環境をブートするこ
とにより、/etc/systemファイルの問題を解決できます。47ページの「新しくアク
ティブにしたブート環境または代替ブート環境へのシステムのリブートの開始」を
参照してください。

▼ システムを対話式でブートする方法

/etc/systemファイルおよび boot/solaris/filelist.ramdiskファイルのバックアップ
コピーを作成し、/etc/system.bak内のファイル名を
/boot/solaris/filelist.ramdiskファイルに追加します。例:
# cp /etc/system /etc/system.bak

# cp /boot/solaris/filelist.ramdisk /boot/solaris/filelist.ramdisk.orig

# echo "etc/system.bak" >> /boot/solaris/filelist.ramdisk

ブートアーカイブを更新します。
# bootadm update-archive -v

システムをリブートします。
# reboot

GRUBメニューが表示されたら、ブートするOSを対話式で選択し、eと入力します。

矢印キーを使用して、kernel$行を選択し、eと入力して、指定したブートエントリ
を編集します。

行の終わりに -aと入力し、Returnキーを押します。

bと入力して、対話式でシステムをブートします。

7
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次のようにシステムプロンプトに応答します。

a. 代替のシステムファイルを指定して、Returnキーを押します。
Name of system file [etc/system]: /etc/system.bak

b. ルートファイルシステムを指定して、Returnキーを押します。

c. ルートデバイスの物理名を指定して、Returnキーを押します。

情報を指定せずにReturnキーを押すと、システムのデフォルトが受け入れられま
す。

破損した /etc/systemファイルを修復します。

システムを実行レベル 3にリブートします。
# reboot

8
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10
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システムのシャットダウン (手順)

この章では、システムのシャットダウンについての概要とタスク関連の情報を提供
します。x86ベースシステムのシャットダウン手順は、SPARCベースシステムの
シャットダウン手順と同じです。ただし、出力例が異なる場合があります。

この章の内容は次のとおりです。

■ 33ページの「システムのシャットダウン (タスクマップ)」
■ 34ページの「システムのシャットダウンの概要」
■ 34ページの「システムのシャットダウンに関するガイドライン」
■ 36ページの「システムのシャットダウン」
■ 41ページの「システムデバイスの電源の切断」

x86ベースシステムのブートに関する概略の情報は、第 1章「x86ベースシステムの
ブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

SPARCベースシステムのブートおよびシャットダウンについては、『SPARCプ
ラットフォームでのOracle Solarisのブートおよびシャットダウン』を参照してくだ
さい。

システムのシャットダウン (タスクマップ)
表 3–1 システムのシャットダウン:タスクマップ

タスク 説明 参照先

システムにログインしている
ユーザーを確認します。

システムがサーバーである場合
は、whoコマンドを使用し
て、システムにログインしてい
るユーザーを確認します。

36ページの「システムにログ
インしているユーザーを確認す
る方法」
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表 3–1 システムのシャットダウン:タスクマップ (続き)
タスク 説明 参照先

shutdownコマンドを使用してシ
ステムをシャットダウンしま
す。

適切なオプションで shutdown

コマンドを使用してシステムを
シャットダウンしま
す。サーバーのシャットダウン
には、この方法が推奨されま
す。

37ページの「shutdownコマン
ドを使用してシステムを
シャットダウンする方法」

initコマンドを使用してシス
テムをシャットダウンします。

initコマンドを使用し、適切
な実行レベルを指定して、シス
テムをシャットダウンします。

41ページの「initコマンドを
使用してシステムをシャットダ
ウンする方法」

システムのシャットダウンの概要
Oracle Solarisは、電子メールやネットワークソフトウェアをいつでも利用できるよう
に、停止することなく動作するように設計されています。しかし、システム管理タ
スクを行う場合や緊急事態が発生した場合は、システムをシャットダウンして安全
に電源を切断できる状態にする必要があります。場合によっては、システムを一部
のシステムサービスしか利用できない中間の実行レベルまで移行する必要がありま
す。

次のような場合がそれに該当します。

■ ハードウェアを追加または削除する
■ 予定された停電に備える
■ ファイルシステムの保守を行う (バックアップなど)

システムの電源管理機能を使用する方法については、poweradm(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

システムのシャットダウンに関するガイドライン
システムをシャットダウンするときは、次の点に注意してください。

■ システムをシャットダウンするには、shutdownまたは initコマンドを使用してく
ださい。どちらのコマンドも、すべてのシステムプロセスとサービスを正常に終
了させてから、システムを正常にシャットダウンします。

■ shutdownおよび initコマンドを使用するには、rootの役割である必要がありま
す。

■ shutdownおよび initコマンドはどちらも実行レベルを引数に指定します。

システムのシャットダウンの概要
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もっともよく使用される実行レベルは次の 3つです。
■ 実行レベル 3 –すべてのシステムリソースを使用でき、ユーザーもログインで
きます。デフォルトでは、システムをブートすると実行レベル 3になりま
す。通常の運用で使用されます。この実行レベルは、NFSリソースを共有する
マルチユーザー状態とも呼ばれます。

■ 実行レベル 6 –システムをシャットダウンして実行レベル 0にしたあと、SMB
またはNFSリソースを共有するマルチユーザーレベル (または inittabファイ
ルでデフォルトに指定された任意の実行レベル)にシステムをリブートしま
す。

■ 実行レベル 0 –オペレーティングシステムがシャットダウンされ、安全に電源
が切断されます。システムの設置場所を変更したり、ハードウェアを追加また
は削除したりする場合は、システムを実行レベル 0にする必要があります。

実行レベルについては、20ページの「実行レベルの動作」で詳細に説明されてい
ます。

システムシャットダウンコマンド
shutdownおよび initコマンドが、システムのシャットダウンに使用される主なコマ
ンドです。どちらのコマンドも、システムを正常にシャットダウンします。そのた
め、ファイルシステムに対するすべての変更がディスクに書き込まれ、さらにすべ
てのシステムサービス、プロセス、およびオペレーティングシステムが正常に終了
します。

システムのアボートキーシーケンスを使用したり、電源をオフにしてからオンにし
たりする方法では、システムサービスが突然終了してしまうので、正常なシャット
ダウン方法とはいえません。しかし、緊急時には、これらの方法が必要となる場合
もあります。

次の表に、各種シャットダウンコマンドとその用途を要約します。

表 3–2 シャットダウンコマンド

コマンド 説明 どのような場合に使用するか

shutdown initプログラムを呼び出してシス
テムをシャットダウンする実行可
能ファイル。デフォルトでは、シ
ステムは実行レベル Sに移行しま
す。

このコマンドは、実行レベル 3で動作して
いるサーバーをシャットダウンするために
使用します。
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表 3–2 シャットダウンコマンド (続き)
コマンド 説明 どのような場合に使用するか

init すべてのアクティブなプロセスを
終了し、ディスクを同期させてか
ら実行レベルを変更する実行可能
ファイル。

このコマンドではシステムシャットダウン
が高速化されるため、ほかのユーザーに影
響を与えないスタンドアロンシステムの
シャットダウンには、このコマンドが推奨
されます。すぐにシャットダウンされるこ
とについての通知は送信されません。

reboot ディスクを同期させ、ブート命令
を uadminシステムコールに渡す実
行可能ファイル。このシステム
コールによってプロセッサが停止
します。

initコマンドを使用するのが望ましい方法
です。

halt、poweroff ディスクを同期させ、プロセッサ
を停止する実行可能ファイル。

すべてのプロセスがシャットダウンされる
わけではなく、また残りのファイルシステ
ムのマウントも解除されないため、お勧め
しません。正常なシャットダウンを行わず
にサービスを停止する操作は、緊急時また
はほとんどのサービスがすでに停止してい
る場合に限って行うべきです。

システムのシャットダウン
次の手順と例は、shutdownおよび initコマンドを使用してシステムをシャットダウ
ンする方法について説明したものです。

▼ システムにログインしているユーザーを確認する
方法
マルチユーザーのタイムシェアリングシステムとして使用されているOracle Solaris
システムでは、システムをシャットダウンする前に、システムにログインしている
ユーザーがいるかどうかの確認が必要になることがあります。このような場合は次
の手順を使用します。

システムにログインしているユーザーを確認するには、次のように whoコマンドを使
用します。
$ who

holly console May 7 07:30

kryten pts/0 May 7 07:35 (starlite)

lister pts/1 May 7 07:40 (bluemidget)

■ 1列目のデータはログインしているユーザーのユーザー名を示します。
■ 2列目のデータはログインしているユーザーの端末回線を示します。

●
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■ 3列目のデータはユーザーがログインした日時を示します。
■ 4列目のデータ (存在する場合)は、ユーザーがリモートシステムからログインし
ているときのホスト名を示します。

▼ shutdownコマンドを使用してシステムを
シャットダウンする方法

rootの役割になります。

サーバーのシャットダウンの場合は、システムにログインしているユーザーがいる
かどうかを確認します。
# who

ログインしているすべてのユーザーがリスト表示されます。

システムをシャットダウンします。
# shutdown -iinit-state -ggrace-period -y

-i init-state システムをデフォルトの Sとは異なる init状態にしま
す。0、1、2、5、6のいずれかを指定できます。

実行レベル 0および 5は、システムのシャットダウン用に予約され
た状態です。実行レベル 6はシステムをリブートします。実行レベ
ル 2はマルチユーザーオペレーティング状態として使用できます。

-ggrace-period システムがシャットダウンするまでの時間 (秒)を示します。デ
フォルト値は 60秒です。

-y ユーザーの介入なしにシャットダウンを継続します。それ以外の場
合、シャットダウンを継続するかどうか 60秒後に尋ねられます。

詳細は、shutdown(1M)のマニュアルページを参照してください。

シャットダウンを継続するかどうか尋ねられたら、yを入力します。
Do you want to continue? (y or n): y

-yオプションを指定した場合、このプロンプトは表示されません。

プロンプトが表示されたら、rootパスワードを入力します。
Type Ctrl-d to proceed with normal startup,

(or give root password for system maintenance): xxxxxx

システム管理タスクの実行が完了したら、Ctrl + Dを押して、デフォルトのシステム
実行レベルに戻ります。
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次の表を使用して、システムが shutdownコマンドで指定した実行レベルに移行した
ことを確認します。

指定した実行レベル x86ベースシステムのプロンプト

S (シングルユーザー状態) #

0 (電源切断可能) #

実行レベル 3 (リモートリソースを共有するマ
ルチユーザー状態)

hostname console login:

shutdownコマンドを使用してシステムをシングルユーザー状態 (実行レ
ベル S)にする

次の例では、shutdownコマンドを使用して、3分後にシステムを実行レベル S (シン
グルユーザー状態)にしています。

# who

root console Apr 15 06:20

# shutdown -g180 -y

Shutdown started. Fri Apr 15 06:20:45 MDT 2011

Broadcast Message from root (console) on portia Fri Apr 15 06:20:46...

The system portia will be shut down in 3 minutes

showmount: portia: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on portia Fri Apr 15 06:21:46...

The system portia will be shut down in 2 minutes

showmount: portia: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on portia Fri Apr 15 06:22:46...

The system portia will be shut down in 1 minute

showmount: portia: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on portia Fri Apr 15 06:23:16...

The system portia will be shut down in 30 seconds

showmount: portia: RPC: Program not registered

Changing to init state s - please wait

svc.startd: The system is coming down for administration. Please wait.

root@portia:~# Apr 15 06:24:28 portia svc.startd[9]:

Apr 15 06:24:28 portia syslogd: going down on signal 15

svc.startd: Killing user processes.

Requesting System Maintenance Mode

(See /lib/svc/share/README for more information.)

SINGLE USER MODE

Enter user name for system maintenance (control-d to bypass):xxxxxx

#

7
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shutdownコマンドを使用してシステムをシャットダウン状態 (実行レベ
ル 0)にする

次の例では、shutdownコマンドを使用して、追加の確認を求めずに 5分後にシステ
ムを実行レベル 0にしています。

# who

root console Jun 17 12:39...

userabc pts/4 Jun 17 12:39 (:0.0)

# shutdown -i0 -g300 -y

Shutdown started. Fri Apr 15 06:35:48 MDT 2011

Broadcast Message from root (console) on murky Fri Apr 15 06:35:48...

The system pinkytusk will be shut down in 5 minutes

showmount: murkey: RPC: Program not registered

showmount: murkey: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on murkey Fri Apr 15 06:38:48...

The system murkey will be shut down in 2 minutes

showmount: murkey: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on murkey Fri Apr 15 06:39:48...

The system murkey will be shut down in 1 minute

showmount: murkey: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on murkey Fri Apr 15 06:40:18...

The system murkey will be shut down in 30 seconds

showmount: murkey: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on murkey Fri Apr 15 06:40:38...

THE SYSTEM murkey IS BEING SHUT DOWN NOW ! ! !

Log off now or risk your files being damaged

showmount: murkey: RPC: Program not registered

Changing to init state 0 - please wait

root@murkey:~# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 122 system services are now being stopped.

Apr 15 06:41:49 murkey svc.startd[9]:

Apr 15 06:41:50 murkey syslogd: going down on signal 15

svc.startd: Killing user processes.

Apr 15 06:41:57 The system is down. Shutdown took 69 seconds.

syncing file systems... done

Press any key to reboot.

Resetting...

すべてのデバイスの電源を切断するためにシステムを実行レベル 0にする場合は、41
ページの「システムデバイスの電源の切断」を参照してください。

shutdownコマンドを使用してシステムをマルチユーザー状態 (実行レベ
ル 3)にする

次の例では、shutdownコマンドを使用して、2分後にシステムを実行レベル 3にリ
ブートしています。確認用プロンプトが表示されないように yオプションを指定し
ています。

例3–2
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# who

root console Jun 14 15:49 (:0)

userabc pts/4 Jun 14 15:46 (:0.0)

# shutdown -i6 -g120 -y

Shutdown started. Fri Apr 15 06:46:50 MDT 2011

Broadcast Message from root (console) on venus Fri Apr 15 06:46:50...

The system venus will be shut down in 2 minutes

showmount: venus: RPC: Program not registered

showmount: venus: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on venus Fri Apr 15 06:47:50...

The system venus will be shut down in 1 minute

showmount: venus: RPC: Program not registered

showmount: venus: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on venus Fri Apr 15 06:48:20...

The system venus will be shut down in 30 seconds

showmount: venus: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on venus Fri Apr 15 06:48:40...

THE SYSTEM venus IS BEING SHUT DOWN NOW ! ! !

Log off now or risk your files being damaged

showmount: venus: RPC: Program not registered

Changing to init state 6 - please wait

root@venus:~# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 123 system services are now being stopped.

Apr 15 06:49:32 venus svc.startd[9]:

Apr 15 06:49:32 venus syslogd: going down on signal 15

svc.startd: Killing user processes.

Apr 15 06:49:40 The system is down. Shutdown took 50 seconds.

syncing file systems... done

rebooting...

SunOS Release 5.11 Version 2010-12-10 64-bit

Copyright (c) 1983, 2010, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Booting to milestone "milestone/single-user:default".
Hostname: venus

NIS domain name is solaris.us.oracle.com

.

.

.

venus console login:

システムをシャットダウンした理由にかかわらず、すべてのファイルリソースが利
用可能かつユーザーがログイン可能な、実行レベル 3にシステムが戻ることを想定
しているでしょう。システムをマルチユーザー状態に戻す手順については、
29ページの「マルチユーザー状態 (実行レベル 3)への x86ベースシステムの
ブート」を参照してください。
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▼ initコマンドを使用してシステムをシャットダウ
ンする方法
スタンドアロンシステムをシャットダウンする必要がある場合は、次の手順を実行
します。

rootの役割になります。

システムをシャットダウンします。
# init 5

詳細は、init(1M)のマニュアルページを参照してください。

initコマンドを使用してシステムをシャットダウン状態 (実行レベル 0)
にする

この例では、initコマンドを使用して、x86ベースのスタンドアロンシステムを安全
な電源切断が可能な実行レベルにしています。

# init 0

#

INIT: New run level: 0

The system is coming down. Please wait.

.

.

.

The system is down.

syncing file systems... [11] [10] [3] done

Press any key to reboot

システムをシャットダウンした理由にかかわらず、すべてのファイルリソースが利
用可能かつユーザーがログイン可能な、実行レベル 3にシステムが戻ることを想定
しているでしょう。システムをマルチユーザー状態に戻す手順については、
29ページの「マルチユーザー状態 (実行レベル 3)への x86ベースシステムの
ブート」を参照してください。

システムデバイスの電源の切断
次のような場合は、すべてのシステムデバイスの電源を落とす必要があります。

■ ハードウェアを置換または追加する。
■ システムの設置場所を変更する。
■ 予定された停電や自然災害 (接近中の雷雨など)に備える。

1
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デバイスの電源の切断については、http://www.oracle.com/technetwork/indexes/

documentation/index.htmlにある製品ドキュメント内の指定されたハードウェアに対
する手順を参照してください。
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x86ベースシステムのリブート (タスク)

この章では、Oracle Solarisの高速リブート機能に関する情報を含め、x86ベースシス
テムをリブートするためのさまざまな方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 43ページの「x86ベースシステムのリブート (タスクマップ)」
■ 44ページの「x86ベースシステムのリブート」
■ 46ページの「x86ベースシステム上のリブートプロセスの高速化」

x86ベースシステムのブートに関する概略の情報は、第 1章「x86ベースシステムの
ブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

SPARCベースシステムのリブートについては、『SPARCプラットフォームでの
Oracle Solarisのブートおよびシャットダウン』の第 4章「SPARCベースシステムのリ
ブート (手順)」を参照してください。

x86ベースシステムのリブート (タスクマップ)
表 4–1 x86ベースシステムのリブート:タスクマップ

タスク 説明 参照先

initコマンドを使用してシス
テムをリブートします。

initコマンドを使用して実行
レベルの移行を開始しま
す。initコマンドを使用して
システムをリブートする場合
は、マルチユーザーのシステム
状態として実行レベル
2、3、および 4を使用できま
す。

45ページの「initコマンドを
使用してシステムをリブートす
る方法」

4第 4 章
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表 4–1 x86ベースシステムのリブート:タスクマップ (続き)
タスク 説明 参照先

rebootコマンドを使用してシス
テムをリブートします。

rebootコマンドを使用して
カーネルを再起動し、システム
をマルチユーザー状態にしま
す。

46ページの「rebootコマンド
を使用してシステムをリブート
する方法」

BIOSをバイパスして、x86
ベースシステムのリブートを開
始します。

高速リブートはこのリリースで
のデフォルトのブートモードで
あるため、rebootまたは init 6

コマンドを使用してシステムの
高速リブートをブートすること
ができます。

47ページの「BIOSをバイパス
してシステムをリブートする方
法」

新しく作成されたブート環境へ
の x86ベースシステムのリ
ブートを開始します。

rebootコマンドで、新しく作成
されたブート環境または代替
ブート環境を指定することに
よって、そのブート環境への
x86ベースシステムの高速リ
ブートを開始します。

47ページの「新しくアク
ティブにしたブート環境または
代替ブート環境へのシステムの
リブートの開始」

x86ベースシステム上の高速リ
ブート機能のデフォルト動作を
変更します。

x86プラットフォーム上で
は、高速リブートとパニック高
速リブートの両方がデフォルト
で有効になっており、このどち
らも boot-configサービスに
よって管理されます。これらの
機能の一方または両方を無効に
することによって、このデ
フォルト動作を変更できます。

49ページの「高速リブート機
能のデフォルト動作の変更」

高速リブートが有効になってい
る x86ベースシステムの標準リ
ブートを開始します。

高速リブート機能が有効に
なっているシステムの標準リ
ブートを実行するには、reboot

コマンドを -pオプションとと
もに使用します。

50ページの「高速リブートが
有効化済みのシステムの標準リ
ブートの開始」

x86ベースシステムのリブート
システムをリブートするには、initコマンドまたは rebootコマンドを使用できま
す。

システムは常に定義済み実行レベルの 1つで動作します。実行レベルは initプロセ
スによって維持されるため、実行レベルは「init状態」と呼ばれることもありま
す。initコマンドを使用すると、実行レベルの移行を開始できます。initコマンド
を使用してシステムをリブートする場合は、マルチユーザーのシステム状態として
実行レベル 2、3、および 4を使用できます。

x86ベースシステムのリブート

x86プラットフォーム上のOracle Solarisのブートおよびシャットダウン • 2012年 3月44



rebootコマンドはカーネルを再起動します。カーネルは PROMモニターによってメ
モリーに読み込まれ、読み込まれたカーネルに制御が渡されます。rootユーザーは
いつでも rebootコマンドを使用できますが、サーバーのリブートなどの特定の状況
では、システムにログインしているすべてのユーザーにすぐにサービスが失われる
ことを警告するために、通常は最初に shutdownコマンドが使用されます。詳細
は、第 3章「システムのシャットダウン (手順)」を参照してください。

▼ initコマンドを使用してシステムをリブートする
方法
initコマンドは、システム上のすべてのアクティブなプロセスを終了し、ディスク
を同期させてから実行レベルを変更する実行可能シェルスクリプトです。

rootの役割になります。

システムをリブートします。

■ /etc/inittabファイルの initdefaultエントリによって定義された状態にシステ
ムをリブートするには、次のコマンドを入力します。
# init 6

■ システムをマルチユーザー状態にリブートするには、次のコマンドを入力しま
す。
# init 2

initコマンドを使用してシステムをシングルユーザー状態 (実行レベル
S)にする

この例では、initコマンドを使用して、システムをシングルユーザー状態 (実行レベ
ル S)にしています。

# init s

#

INIT: New run level: S

The system is coming down for administration. Please wait.

Unmounting remote filesystems: /vol nfs done.

Print services stopped.

syslogd: going down on signal 15

Killing user processes: done.

SINGLE USER MODE

Root password for system maintenance (control-d to bypass): xxxxxx

single-user privilege assigned to /dev/console.

Entering System Maintenance Mode

#

1
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▼ rebootコマンドを使用してシステムをリブートす
る方法
rebootコマンドを使用して x86ベースシステムをリブートすると、高速リブートが
デフォルトで開始され、BIOSがバイパスされます。BIOSをバイパスしないでシステ
ムをリブートするには、rebootコマンドに -pオプションを使用します。50ページ
の「高速リブートが有効化済みのシステムの標準リブートの開始」を参照してくだ
さい。

rootの役割になります。

システムをリブートします。
# reboot

x86ベースシステム上のリブートプロセスの高速化
Oracle Solarisの高速リブート機能を使用すると、ファームウェアとブートローダーの
プロセスをバイパスして、x86ベースシステムをリブートできます。高速リブートで
は、カーネルをメモリーにロードしてからそのカーネルに切り替えるインカーネル
ブートローダーを実装することにより、リブート処理を数秒で実行できます。高速
リブートとパニック高速リブート (システムパニックのあとのシステムの高速リ
ブート)がデフォルトで有効になっているため、x86ベースシステムの高速リブート
を開始するために rebootコマンドで -fオプションを使用する必要はありません。

高速リブートのサポートは、新しい boot-configサービスである
svc:/system/boot-config:defaultによって促進されています。このサービスに
よって、システムのデフォルトのブート構成プロパティーを必要に応じて設定また
は変更するための手段が提供されます。config/fastreboot_defaultプロパティーが
trueに設定されている場合は、システムが自動的に高速リブートを実行します。こ
のプロパティーの値は、x86ベースシステムでは trueに設定されています。詳細
は、49ページの「高速リブート機能のデフォルト動作の変更」を参照してくださ
い。

新しいOSイメージのブート時にファームウェアをバイパスするシステムの機能
は、デバイス動作の新しいエントリポイントである quiesceのデバイスドライバでの
実装に依存しています。サポートされているドライバでは、この実装によってデバ
イスが休止されるため、関数の完了時にそのドライバによって割り込みが生成され
なくなります。この実装ではまた、デバイスがハードウェア状態にリセットされま
す。この状態からは、システムの電源を切ってすぐに入れ直したり、ファーム
ウェアで構成したりしなくても、ドライバの attachルーチンによってそのデバイス
を正しく構成できます。この機能についての詳細は、quiesce(9E)および dev_ops(9S)
のマニュアルページを参照してください。
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注 –すべてのドライバで quiesce関数が実装されているわけではありません。トラブ
ルシューティングの手順については、94ページの「x86プラットフォーム上で高速
リブートが動作できなくなる可能性のある状態のトラブルシューティング」を参照
してください。

高速リブートプロセスをさらに詳細に説明したデモを表示するには、http://

download.oracle.com/

otndocs/tech/OTN_Demos/x86/x86-OTN-Demo/x86-OTN-Demo.htmlにアクセスしてくださ
い。

▼ BIOSをバイパスしてシステムをリブートする方法

注 –このOracle Solarisリリースでは、高速リブートは x86ベースのシステムでデ
フォルトの動作モードです。以前は、x86ベースのシステムで高速リブートをブート
するには、rebootコマンドで -fオプションを指定して、システムの高速リブートを
ブートする必要がありました。このオプションを指定する必要はなくなりました。

rootの役割になります。

システムの高速リブートをブートするには、次のどちらかのコマンドを入力します:
# reboot

# init 6

新しくアクティブにしたブート環境または代替
ブート環境へのシステムのリブートの開始
代替ブート環境への x86ベースシステムの高速リブートを実行するには、複数の方法
を使用できます。次の例は、これらの方法のいくつかを示しています。

例 4–2 x86:新しくアクティブにしたブート環境へのシステムのリブートの開始

次の例は、新しくアクティブになったブート環境 2010-12-10-beにシステムの高速リ
ブートを開始する方法を示しています。

# bootadm list-menu

the location for the active GRUB menu is: /rpool/boot/grub/menu.lst

default 0

0 oracle solaris 11

1 2010-12-10-be

2 zfsbe2

3 2010-12-10-be-s

1

2

x86ベースシステム上のリブートプロセスの高速化

第 4章 • x86ベースシステムのリブート (タスク) 47

http://download.oracle.com/otndocs/tech/OTN_Demos/x86/x86-OTN-Demo/x86-OTN-Demo.html
http://download.oracle.com/otndocs/tech/OTN_Demos/x86/x86-OTN-Demo/x86-OTN-Demo.html
http://download.oracle.com/otndocs/tech/OTN_Demos/x86/x86-OTN-Demo/x86-OTN-Demo.html


例 4–2 x86:新しくアクティブにしたブート環境へのシステムのリブートの開始 (続き)

# beadm activate 2010-12-10-be

# reboot

例 4–3 x86:代替ブート環境の指定によるシステムのリブートの開始

代替ブート環境 (たとえば、zfsbe2)にシステムを高速リブートするには、次のコマ
ンドを入力します。

# reboot -- ’rpool/zfsbe2’

rpool/zfsbe1 という名前のデータセットへのシステムの高速リブートを開始するに
は、次のコマンドを入力します。

# reboot -- ’rpool/zfsbe1’

代替 ZFSルートデータセットへのシステムの高速リブートを開始するには、次のコ
マンドを入力します。

# reboot -- ’rpool/ROOT/zfsroot2’

例 4–4 カーネルデバッガを有効にした状態での代替ブート環境へのシステムの高速リブートの
開始

カーネルデバッガを有効にした状態で zfsbe3ブート環境へのシステムの高速リ
ブートを開始するには、次のコマンドを入力します。

# reboot -- ’rpool/zfsbe3 /platform/i86pc/kernel/amd64/unix -k’

例 4–5 x86:新しいカーネルへのシステムのリブートの開始

my-kernelという名前の新しいカーネルへのシステムの高速リブートを開始するに
は、次のコマンドを入力します。

# reboot -- ’/platform/i86pc/my-kernel/amd64/unix -k’

例 4–6 x86:マウントされたディスクまたはマウントされたデータセットのリブートの開始

マウントされたディスクまたはマウントされたデータセットの高速リブートを開始
するには、次のコマンドを入力します。

# reboot -- ’/mnt/platform/i86pc/my-kernel/amd64/unix -k’

例 4–7 x86:カーネルデバッガを有効にした状態での、シングルユーザー状態へのシステムのリ
ブートの開始

カーネルデバッガを有効にした状態でシステムのシングルユーザー状態への高速リ
ブートを開始するには、次のコマンドを入力します。
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例 4–7 x86:カーネルデバッガを有効にした状態での、シングルユーザー状態へのシステムのリ
ブートの開始 (続き)

# reboot -- ’-ks’

高速リブート機能のデフォルト動作の変更
高速リブート機能は SMFによって制御され、ブート構成サービス
svc:/system/boot-configを通して実装されます。boot-configサービスは、デフォル
トのブートパラメータを設定または変更するための手段を提供します。

boot-configサービスの fastreboot_defaultプロパティーを使用すると、rebootコマ
ンドまたは init 6コマンドのいずれかが使用されている場合のシステムの自動高速
リブートが有効になります。config/fastreboot_defaultプロパティーを trueに設定
すると、システムは高速リブートを自動的に実行するため、reboot -fコマンドを使
用する必要はありません。このプロパティーの値は、x86ベースシステムではデ
フォルトで trueに設定されています。

svc:/system/boot-config:defaultサービスは、次のプロパティーで構成されていま
す。

■ config/fastreboot_default

■ config/fastreboot_onpanic

例 4–8 x86: boot-configサービスのプロパティーの構成

boot-configサービスに含まれているプロパティーは、svccfgおよび svcadmコマンド
を使用して構成できます。

たとえば、x86ベースシステム上の fastreboot_onpanicプロパティーのデフォルト動
作を無効にするには、次に示すように、このプロパティーの値を falseに設定しま
す。

# svccfg -s "system/boot-config:default" setprop config/fastreboot_onpanic=false

# svcadm refresh svc:/system/boot-config:default

あるプロパティーの値を変更しても、ほかのプロパティーのデフォルト動作には影
響を与えないことに注意してください。

SMFを介したブート構成サービスの管理については、svcadm(1M)および svccfg(1M)
のマニュアルページを参照してください。

x86ベースシステム上のリブートプロセスの高速化
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高速リブートが有効化済みのシステムの標準リ
ブートの開始
高速リブート機能が有効になっている x86ベースシステムをリブートするには、この
機能を無効にするように boot-configサービスを再構成するのではなく、次に示すよ
うに rebootコマンドで -pオプションを使用します。

# reboot -p

x86ベースシステム上のリブートプロセスの高速化
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x86ベースシステムのネットワークから
のブート (作業)

この章では、x86ベースシステムをネットワークからブートするための概要、ガイド
ライン、および作業関連の情報を提供します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 51ページの「x86ベースシステムのネットワークからのブート (作業マップ)」
■ 52ページの「x86システムをネットワークからブートする」

x86ベースシステムのブートに関する概略の情報は、第 1章「x86ベースシステムの
ブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

SPARCベースシステムのネットワークからのブートについては、『SPARCプラット
フォームでのOracle Solarisのブートおよびシャットダウン』の第 5章「SPARC
ベースシステムのネットワークからのブート (手順)」を参照してください。

x86ベースシステムのネットワークからのブート (作業
マップ)

表 5–1 x86ベースシステムのネットワークからのブート:作業マップ

タスク 説明 参照先

1. x86ベースシステムをネット
ワークからブートするための要
件を確認します。

最初に、x86ベースシステムを
ネットワークからブートするた
めのすべての要件を確認しま
す。一部の要件には、システム
をネットワークからブートでき
るようにするために実行する必
要がある、個別の前提条件とな
る作業が含まれています。

53ページの「x86ベースシステ
ムをネットワークからブートす
るための要件」
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表 5–1 x86ベースシステムのネットワークからのブート:作業マップ (続き)
タスク 説明 参照先

2. x86ベースシステムをネット
ワークからブートします。

すべての要件を確認し、予備的
な作業をすべて実行したら、シ
ステムをネットワークから
ブートする準備が整いま
す。rebootコマンドを使用し
て、x86ベースシステムを
ネットワークからブートしま
す。

54ページの「x86ベースシステ
ムをネットワークからブートす
る方法」

x86システムをネットワークからブートする
次の理由により、システムのネットワークからのブートが必要になることがありま
す。

■ Oracle Solarisをインストールするため
■ 復旧のため

Oracle Solarisで使用されるネットワーク構成ブート方法は動的ホスト構成プロトコル
(DHCP)です。

自動インストーラ (AI)を使用してOracle Solarisをインストールするためにシステム
をネットワークからブートする場合は、追加のAIインストールサービスをすべて実
行してください。詳細は、『Oracle Solaris 11システムのインストール』を参照して
ください。

x86ネットワークブートプロセス
Oracle Solarisでのネットワークブートは、PXE (Preboot eXecution Environment) (実行
前環境とも呼ばれる)に準拠したファームウェアを通してサポートされています。こ
れは、データストレージデバイス (ハードディスクなど)やインストールされている
オペレーティングシステムには関係なく、ネットワークインタフェースを使用して
システムをブートするための環境です。このファームウェアは、ブートプログラム
(pxegrubという名前の特殊なGRUB Stage 2ファイル)を読み込む役割を果たしま
す。pxegrubファイルには、TFTP (Trivial File Transfer Protocol)、DHCP、UDP
(ユーザーデータグラムプロトコル)、IP (インターネットプロトコル)、およびネット
ワーク全体にパケットを転送するためにUNDI (Universal Network Device Interface)
ファームウェアインタフェースを使用するミニドライバなどの基本的な実装が含ま
れています。

x86システムをネットワークからブートする
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x86ベースシステムをネットワークからブートす
るための要件
ブートサーバーが利用できれば、どのようなシステムもネットワークからブートで
きます。復旧を目的として、またはOracle Solarisをインストールするために、スタ
ンドアロンシステムのネットワークからのブートが必要になることがあります。x86
ベースのシステムは、PXEネットワークブートプロトコルをサポートするネット
ワークから直接ブートすることができます。PXEプロトコルは、Intel Preboot
Execution Environment仕様を実装するデバイス上でのみ使用可能であることに注意し
てください。

PXEデバイスと非 PXEデバイスの両方で使用されるデフォルトのネットワーク
ブート方式はDHCPです。Oracle Solarisをインストールするために、または復旧を目
的として x86ベースシステムのネットワークブートを実行するには、PXEクライアン
ト用に構成されたDHCPサーバーが必要です。また、tftpサービスを提供する
ブートサーバーも必要です。PXEまたはDHCPサーバーを使用できない場合
は、GRUBをフロッピーディスク、CD-ROM、またはローカルディスクから読み込
むことができます。

クライアントのネットワークインタフェースの構成に必要な情報は、DHCP
サーバーから提供されます。自動インストーラ (AI)サーバーを設定している場合
は、そのサーバーもDHCPサーバーにすることができます。または、別のDHCP
サーバーを設定できます。DHCPについての詳細は、『Oracle Solarisの管理: IP
サービス』のパート II「DHCP」を参照してください。

DHCPサーバーは、DHCPクラス PXEClientおよび GRUBClientに次の情報を返せるよ
うに設定されている必要があります。

■ ファイルサーバーの IPアドレス
■ ブートファイルの名前 (pxegrub)

Oracle Solaris OSの PXEネットワークブートは、次の順序で実行されます。

1. BIOSが、ネットワークインタフェースからブートするように構成されます。

2. BIOSがDHCP要求を送信します。

3. DHCPサーバーが、サーバーのアドレスとブートファイルの名前を返します。

4. BIOSが、tftpを使用して pxegrubをダウンロードし、pxegrubを実行します。

5. tftpを使用してGRUBメニューファイルがダウンロードされます。

このファイルによって、利用可能なブートメニューエントリが表示されます。

6. メニューエントリを選択すると、システムはOracle Solarisの読み込みを開始しま
す。

x86システムをネットワークからブートする
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▼ x86ベースシステムをネットワークからブートす
る方法
■ DHCP構成を設定するための前提条件となるタスクをすべて実行します。

53ページの「x86ベースシステムをネットワークからブートするための要件」を
参照してください。

■ Oracle Solarisをインストールするために x86ベースシステムをネットワークから
ブートする場合は、AIクライアントイメージをダウンロードし、そのイメージに
基づいてインストールサービスを作成する必要があります。前提条件およびさら
に詳細な手順については、『Oracle Solaris 11システムのインストール』の
パート III「インストールサーバーを使用したインストール」を参照してくださ
い。

システムをリブートします。

ネットワークからブートするようにBIOSに指示します。

■ 特定のキーストロークシーケンスを使用してネットワークブートするように設定
されている場合は、BIOS画面が表示されたときにそのキーストロークを入力しま
す。

■ ネットワークブートのためにBIOS設定を手動で変更する必要がある場合は、BIOS
設定ユーティリティーにアクセスするためのキーストロークシーケンスを入力し
ます。その画面で、ネットワークブートのブート優先順位を変更します。

GRUBメニューが表示されたら、インストールするネットワークインストールイ
メージを選択します。

始める前に

1

2

3
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x86ベースシステム上のブートパラ
メータの変更 (タスク)

この章では、x86ベースシステム上のブートパラメータの変更に関するタスク関連の
情報を提供します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 55ページの「x86ベースシステム上のブートパラメータの変更 (タスクマップ)」
■ 57ページの「x86ベースシステム上のブートパラメータの変更」

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)サービスプロセッサ上の x86ブートモード
プロパティーを構成する必要がある場合は、http://download.oracle.com/docs/cd/

E19694-01/E21741-02/index.htmlにあるハードウェアのドキュメントを参照してくだ
さい。

x86ベースシステムのブートに関する概略の情報は、第 1章「x86ベースシステムの
ブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

SPARCベースシステム上のブートパラメータの変更については、『SPARCプラット
フォームでのOracle Solarisのブートおよびシャットダウン』の第 6章「SPARC
ベースシステムでのブートパラメータの変更 (手順)」を参照してください。

x86ベースシステム上のブートパラメータの変更 (タスク
マップ)

表 6–1 x86ベースシステム上のブートパラメータの変更:タスクマップ

タスク 説明 参照先

x86ベースシステム上のデ
フォルトのブートパラメータを
表示します。

eepromコマンドの適切なパラ
メータを指定してその値を表示
します。

58ページの「eepromコマンド
を使用したブートパラメータの
表示および設定」
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表 6–1 x86ベースシステム上のブートパラメータの変更:タスクマップ (続き)
タスク 説明 参照先

eepromコマンドを使用して、
x86ベースシステムのブートパ
ラメータを変更します。

eepromコマンドを使用して、
x86ベースシステムのブートパ
ラメータを変更します。eeprom

コマンドを使って設定する
ブートパラメータは、ブート時
にGRUBメニューを編集してオ
プションを上書きしないかぎ
り、システムをリブートしても
持続します。

58ページの「eepromコマンド
を使用してブートパラメータを
変更する方法」

ブート時に x86ベースシステム
上のブートパラメータを変更し
ます。

ブート時にGRUBメニューを編
集することによって、ブートパ
ラメータを変更します。ブート
時にGRUBメニューを編集する
ことによって指定されるブート
オプションは、次にシステムを
ブートするまでしか持続しませ
ん。

61ページの「x86:ブート時に
ブートパラメータを変更する方
法」

ブート時に x86ベースシステム
上のコンソールパラメータを構
成します。

Oracle Solarisリリースは、x86
ベースシステム上で、以前の
VGA (Video Graphics Array)
640×480 16色コンソールに比べ
て高い解像度と発色数をサ
ポートしています。コンソール
設定を変更するには、ブート時
に適切なコマンド行 -B

console=valパラメータを指定
します。

例 6–2および例 6–3

デフォルトのシャットダウンア
ニメーションの動作を無効にし
ます。

シャットダウン時に進捗ス
テータスインジケータが表示さ
れないようにするに
は、svc:/system/boot-config

SMFサービスの新しい
splash-shutdownプロパ
ティーを falseに設定します。

63ページの「シャットダウン
アニメーションの無効化」

menu.lstファイルを編集するこ
とによって、x86ベースシステ
ム上のブートパラメータを変更
します。

新しいOSエントリを追加した
り、コンソールをリダイレクト
したりするには、menu.lst構成
ファイルを編集することに
よってブートパラメータを変更
します。ファイルに加えた変更
は、システムをリブートしても
持続します。

64ページの「menu.lstファイ
ルの編集によるブートエントリ
とパラメータの変更」

x86ベースシステム上のブートパラメータの変更 (タスクマップ)
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表 6–1 x86ベースシステム上のブートパラメータの変更:タスクマップ (続き)
タスク 説明 参照先

Oracle Solarisをインストールし
たあと、menu.lstファイルに
Linuxエントリを追加します。

最初にあるパーティションに
Linuxをインストールしてか
ら、あとで別のパーティション
にOracle Solarisをインストール
する場合、新しいインストール
のGRUBメニュー情報によって
以前のインストールのGRUBメ
ニュー情報が消去されないよう
にするには、特別な手順に従う
必要があります。

65ページの「Oracle Solarisのイ
ンストール後に Linuxエントリ
をGRUBメニューに追加する方
法」

アクティブなGRUBメニューを
探して、メニューエントリを一
覧表示します。

bootadmコマンドを使用し
て、アクティブなGRUBメ
ニューの場所を表示し、メ
ニューエントリを表示します。

67ページの「アクティブな
GRUBメニューを検出し、現在
のメニューエントリを一覧表示
する方法」

アクティブなGRUBメニューの
デフォルトのエントリを設定し
ます。

bootadmコマンドを使用し
て、システム上のアクティブな
GRUBメニューのデフォルトの
エントリを設定します。

67ページの「アクティブな
GRUBメニューのデフォルトの
ブートエントリを設定する方
法」

x86ベースシステム上のブートパラメータの変更
x86ベースシステム上のブートパラメータを変更するための主な方法は次のとおりで
す。

■ eepromコマンドを使用する方法

eepromコマンドを使用して、一連の標準パラメータに別の値を割り当てます。こ
れらの値は、SPARCのOpenBoot PROM NVRAM変数と等価
で、/boot/solaris/bootenv.rcファイルまたは menu.lstファイルに格納されま
す。eepromコマンドを使用してブートパラメータに加えた変更は、システムをリ
ブートしても持続し、ソフトウェアのアップグレード中も保持されます。詳細
は、eeprom(1M)のマニュアルページを参照してください。

注意 – menu.lstファイルを直接編集する場合、特定のブートパラメータ
(boot-file、boot-arguments、および console)を、eepromコマンドを使用してあ
とから変更することはできません。

■ ブート時にGRUBメニューを編集する方法

x86ベースシステム上のブートパラメータの変更
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ブート時にデフォルトのカーネル使用法を変更して加えた変更は、eepromコマン
ドを使用して設定するオプションより優先されます。ただし、これらの変更の効
果は、次にシステムをブートするまでしか持続しません。詳細は、kernel(1M)の
マニュアルページを参照してください。

■ GRUB構成ファイルを編集する

eepromコマンドを使用したブートパラメータの
表示および設定
特定のブートパラメータのデフォルト値を確認するには、次のように eepromコマン
ドを使用します。

$ eeprom parameter

たとえば、boot-deviceパラメータのデフォルト値を表示するには、次のように入力
します。

$ eeprom boot-device

注 –ブートパラメータを表示するために rootユーザーである必要はありません。た
だし、eepromコマンドを使用してブートパラメータやその他の任意のパラメータを
変更するには、rootユーザーになる必要があります。

▼ eepromコマンドを使用してブートパラメータを
変更する方法

rootの役割になります。

指定されたパラメータを変更します。
# eeprom parameter=new-value

新しいパラメータが設定されていることを確認します。
# eeprom parameter

この出力には、指定したパラメータの新しい eeprom値が表示されるはずです。

eepromコマンドを使用して auto-bootパラメータを設定する

次の例では、auto-bootブートパラメータを trueに設定する方法を示します。

# eeprom auto-boot?=true

1

2

3

例6–1
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eepromコマンドをユーザーモードで実行するときは、シェルが疑問符を解釈しない
ようにするために、末尾に疑問符 (?)の付いたすべてのパラメータを二重引用符で囲
む必要があります。疑問符の前にエスケープ文字 ( \)を付けても、シェルが疑問符
を解釈しなくなります。例:

# eeprom "auto-boot?"=true

ブート時のブートパラメータの変更
ブート時にシステムのブート動作を変更するには (たとえば、システムをシングル
ユーザー状態にしたり、カーネルデバッガを有効にしたりした状態でブートする場
合など)、GRUBメニューが表示されたときに eを入力することによってブートプロ
セスに割り込み、GRUBメニューでブートエントリを編集します。

次の一覧では、ブート時にGRUBメニューを編集して指定できるブート引数とオプ
ションについて説明します。

unix ブートするカーネルを指定します。

-a 構成情報の入力を求めるプロンプトを表示します。

-s システムをシングルユーザー状態にブートします。

-r 再構成ブートを指定します。

接続されているすべてのハードウェアデバイスを検索
してから、実際に見つかったデバイスだけに、ファイ
ルシステムのノードを割り当てます。

-v 詳細メッセージを有効にした状態でシステムをブート
します。

-x クラスタモードにあるシステムをブートしません。

-k カーネルデバッガを有効にした状態でシステムを
ブートします

-m smf-options サービス管理機能 (Service Management Facility、SMF)
のブート動作を制御します

復元オプションとメッセージオプションという、2種
類のオプションがあります

-i altinit 代替実行可能ファイルを原始プロセスとして指定しま
す。 altinitは実行可能ファイルへの有効なパスで
す。

-B prop=value[,prop=value]... カーネルのブートパラメータを指定します。
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-B prop=valオプションを使用して、GRUBメニューでブートパラメータを変更できる
各種の方法を次に示します。

-B acpi-enum=off デバイスのACPI (Advanced Configuration
and Power Interface)列挙を無効にしま
す。

-B acpi-user-options=0x2 ACPIを完全に使用不可にします。

-B console=force-text ブートにVGAテキストモードを使用す
ることを指定します。61ページ
の「ビットマップコンソールのサ
ポート」を参照してください。

-B console=graphics コンソールでブートにグラフィックス
モードを使用することを指定します。こ
れにより、高解像度の状態が可能になり
ます。

-B console=text コンソールでブートにテキストモードを
使用することを指定します。これによ
り、高解像度の状態が可能になります。

-B screen-#columns= value, screen-#rows=
value フレームバッファーコンソールの行数と

列数を指定します。選択した行数または
列数にもっとも適したフォントがシステ
ムによって自動的に検出されます。この
オプションは、フレームバッファーコン
ソールのサイズを最適化するために使用
されます。61ページの「ビットマップ
コンソールのサポート」を参照してくだ
さい。

-B console=ttya 出力先をコンソールから ttyaに変更し
ます。

-B console=ttya,acpi-enum=off 出力先をコンソールから ttyaに変更
し、デバイスのACPI列挙を使用不可に
します。

注 – eepromコマンドを使用し、かつGRUBコマンド行でパラメータが指定された場合
は、GRUBコマンド行が優先されます。
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▼ x86:ブート時にブートパラメータを変更する方法
ブート時にGRUBメニューを編集してデフォルトのカーネル使用法を変更する
と、その変更はシステムをリブートするまでしか持続しません。次にシステムを
ブートすると、デフォルトのブートパラメータが復元されます。

システムをリブートします。

ブートシーケンスが始まると、GRUBメインメニューが表示されます。

矢印キーを使用して、編集するブートエントリを選択します。

eと入力して、GRUB編集メニューにアクセスします。

メニューの kernel$行を選択します。

eと入力して、ブート引数をその行に追加します。

指定する追加のブート引数を入力します。

Returnキーを押して変更を保存し、前のメニューに戻ります。

注 –変更を保存せずにGRUBメインメニューに戻るには、Escapeキーを押します。

システムをブートするために、bと入力します。

適用した変更は、システムをブートしたあとで有効になります。

ビットマップコンソールのサポート
Oracle Solaris 11は、x86ベースシステム上で、以前のVGA (Video Graphics Array)
640×480 16色コンソールに比べて高い解像度と発色数をサポートしています。このサ
ポートは、従来の BIOSおよびVESA (Video Electronics Standards Association)オプ
ション読み取り専用メモリー (ROM)を使用するシステムを対象に提供されます。サ
ポートは、物理または仮想コンソールとしてグラフィックカードまたはフレーム
バッファーが使用されるときに限られることに注意してください。シリアルコン
ソールの動作への影響はありません。

この機能をサポートするために、次の 2つのコマンド行 -B option =valパラメータを
使用できます。

-B console=force-text ブートにVGAテキストモードを使用す
ることを指定します。

1

2

3

4

5

6

7

8
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-B screen-#columns= value, screen-#rows=
value フレームバッファーコンソールの行数と

列数を指定します。選択した行数または
列数にもっとも適したフォントがシステ
ムによって自動的に検出されます。この
オプションは、フレームバッファーコン
ソールのサイズを最適化するために使用
されます。

GRUBでは、デフォルトで、インストールされているビデオカードとモニターで動
作する解像度と発色数が検出されます。ただし、別の解像度 (たとえば、より高い解
像度)や別の発色数を指定できます。

GRUBは、ビデオモードを指定するための次の 2つの方法をサポートしています。

vbeset hexmode 目的のVESAモードの 16進数コードを指定します。カード
とモニターでサポートされているすべてのモードの一覧を
取得するには、GRUBコマンドプロンプトで vbeprobeコマ
ンドを使用します。これにより、次のような一覧が表示さ
れます。

0x117: Direct Color, 1024x768x16

0x118: Direct Color, 1024x768x32

0x11a: Direct Color, 1280x1024x16

0x11b: Direct Color, 1280x1024x32

[...]

1024×768×32の構成を指定する vbesetエントリは、次のよ
うに示されます。

vbset 0x118

vbesetエントリは、GRUBメニューで kernel$および
module$エントリのあとに指定する必要があります。

vbematch xres yres depth 指定された構成 (たとえば、1024×768×32)を検索するよう
GRUBに指示します。見つかった場合、GRUBは指定され
た構成を設定します。

vbesetエントリの代わりに使用した場合、1024×768×32の
構成のための vbematchエントリは次のようになります。

vbematch 1024 768 32

vbematchエントリは、GRUBメニューで kernel$および
module$エントリのあとに指定する必要があります。
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例 6–2 x86:コンソールのテキストモードブートパラメータの構成

テキストモードでは、コンソール出力はフレームバッファーに送信され、入力は
キーボードから受信されます。テキストモードのバリエーションであるグラ
フィックスモードでは、キーが押されるか、またはコンソールの
login、sulogin、または kmdbコマンドによってコンソールの対話が必要になるま
で、アニメーションを含むイメージが表示されます。テキストの新しいプロパ
ティー force-textは、VGAアダプタをビットマップデバイスとして使用しないよう
システムに指示し、そのアダプタをVGAテキストモードに設定します。

このプロパティーが存在しない場合、コンソールデバイスは、input-deviceと
output-deviceのプロパティーペアで指定されたデバイスに戻ります。コンソールの
プロパティーと、input-deviceと output-deviceのプロパティーペアのどちらも存在
しない場合、コンソールはデフォルトでフレームバッファーとキーボードになりま
す。

次の例は、ブート時にカーネルコマンド行で -B console=force-textプロパティーを
指定する方法を示しています。

-B console=force-text

例 6–3 x86:グラフィカル表示の有効化およびコンソールテキストモードのパラメータの構成

デフォルトでは、コンソールテキストモードは 80列× 24行です。このパラメータを
再構成するには、-Bオプションと screen-#columns =valueおよび screen-#rows= value
パラメータを使用します。

たとえば、グラフィカル表示を有効にして 100列× 60行のコンソール端末を割り当て
るには、カーネルコマンド行で次のパラメータを指定できます。

-B console=graphics, screen-#columns=100,screen-#rows=60

シャットダウンアニメーションの無効化
システムをブートするために console=graphicsオプションが使用され、かつ Xorg

サーバーによってシャットダウンがトリガーされた場合は、シャットダウンプロセ
ス中に進捗ステータスインジケータが表示されます。進捗ステータスインジケータ
が表示されないようにするには、次のように svc:/system/boot-config SMFサービス
の新しい splash-shutdownプロパティーを falseに設定します。

# svccfg -s svc:/system/boot-config:default setprop config/splash_shutdown = false

# svcadm refresh svc:/system/boot-config:default

x86ベースシステム上のブートパラメータの変更

第 6章 • x86ベースシステム上のブートパラメータの変更 (タスク) 63



menu.lstファイルの編集によるブートエントリと
パラメータの変更
GRUBメニューは、menu.lst構成ファイル内のエントリに基づいており、カスタマ
イズ可能です。Solarisは、Oracle Solarisブート環境 (BE)のGRUB menu.lstエントリ
を自動的に管理します。ブート環境が (パッケージシステムによって、または beadm

コマンドを使用して明示的に)作成されると、menu.lstファイルにGRUBエントリが
追加されます。beadm destroyコマンドを destroyサブコマンドとともに使用して
ブート環境を削除すると、対応するエントリがGRUB menu.lstファイルから削除さ
れます。Oracle Solarisは、システム上にインストールされているほかのオペ
レーティングシステムの menu.lstエントリを自動的に追加することはしません。こ
れらのオペレーティングシステムのメニューエントリは手動で追加する必要があり
ます。詳細は、65ページの「Oracle Solarisのインストール後に Linuxエントリを
GRUBメニューに追加する方法」を参照してください。

Oracle Solaris 11の標準的な menu.lstファイルには、次の情報が含まれている可能性
があります。

#---------- ADDED BY BOOTADM - DO NOT EDIT ----------

title Oracle Solaris 11 1
findroot (pool_rpool,0,a) 2
bootfs rpool/ROOT/solaris 3
kernel$ /platform/i86pc/kernel/$ISADIR/unix -B $ZFS-BOOTFS,console=graphics 4
module$ /platform/i86pc/$ISADIR/boot_archive 5
#---------------------END BOOTADM--------------------

1. メニューエントリのオペレーティングシステムのタイトルを指定します。
2. SIGNATUREファイル名を見つけるためにすべてのパーティションを検索しま
す。この例では、ファイル名は pool_rpoolです。

GRUBは、/boot/grub/bootsignディレクトリのみでファイル名を検索し、ファイ
ルの最初のインスタンスが見つかるとすぐに停止します。有効にするために、署
名ファイルの名前はすべてのパーティションにわたって一意である必要がありま
す。署名ファイルを見つけたあと、GRUBはそのパーティション上の rootコマン
ドを呼び出します。検索を最適化するために、省略可能なパーティションとスラ
イスを指定できます。

3. 現在の ZFSブートファイルシステムを指定された値に設定します。menu.lst

ファイルのこの例では、このプロパティーは現在の ZFSブートファイルシステム
を rpool/ROOT/solarisに設定します。

4. 指定されたパスからプライマリブートイメージを読み込みます。この行の残り
は、そのままカーネルコマンド行として渡されます。ドル記号 ($)は、$ISADIRエ
ントリの拡張です。

5. 指定されたカーネルのブートアーカイブを読み込みます。ドル記号 ($)
は、$ISADIRエントリの拡張です。
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注 –特定のGRUBコマンドの詳細情報を表示するには、コマンド行から helpコマン
ドを入力します。

デフォルトのオペレーティングシステムをブートする場合は、構成可能なタイムア
ウトを使用できます。ブートされるデフォルトのエントリは、defaultコマンドを使
用して構成できます。インストールソフトウェアは通常、いずれかの有効なブート
エントリをブートするようにこのコマンドを設定します。別のバージョンのOracle
Solaris (存在する場合)をブートするか、またはOracle Solarisのほかに別のオペ
レーティングシステムをブートするには、矢印キーを使用してそのブートエントリ
を選択したあと、Enterキーを押してそのオペレーティングシステムをブートしま
す。defaultコマンドが設定されていない場合は、GRUBメニューにある最初の
ブートエントリがブートされることに注意してください。

システムのブートに使用されるのは、アクティブな menu.lstファイルだけです。シ
ステムのブート時に表示されるGRUBメニューを変更するには、アクティブな
GRUB menu.lstファイルを編集します。ほかのどの menu.lstファイルを変更して
も、システムをブートしたときに表示されるメニューに影響はありません。アク
ティブな menu.lstファイルの場所を確認するには、bootadmコマンドの list-menuサ
ブコマンドを使用します。

▼ Oracle Solarisのインストール後に LinuxエントリをGRUBメ
ニューに追加する方法
あるパーティションに Linuxを先にインストールしてから別のパーティションに
Oracle Solarisをインストールするといった方法でブート環境を設定する場合、新規イ
ンストールのGRUBメニュー情報によって以前のインストールのGRUBメニュー情
報が消去されないようにするには、次に示す特別な手順に従う必要があります。次
の手順に、すでにインストールされている Linuxのエントリを含めるように menu.lst

ファイルを手動で更新する方法を示します。この手順では、システムに Linuxがすで
にインストールされていて、そのあとにOracle Solarisがインストールされたことを
前提にしています。

Linuxのインストールの完了時に、アクティブな menu.lstファイルをUSBドライブに
コピーして、Oracle Solarisのインストールを完了したあとにそれらの情報を再利用で
きるようにします。

通常、このファイルは /boot/grub/menu.lstです。

■ アクティブな menu.lstファイルの場所がわからない場合は、bootadmコマンドを
使用してファイルを見つけます。
# bootadm list-menu

1
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■ USBドライブの場所がわからない場合は、オプションを指定せずに mountコマン
ドを使用し、USBドライブがマウントされている場所を特定します。次に、その
場所に menu.listファイルをコピーします。

インストールの完了後に、次の方法でアクティブな menu.lstファイルを編集しま
す。

a. 端末ウィンドウを開き、rootの役割になります。
$ su root

Password:

b. テキストエディタを使用して、menu.lstファイルを編集します。

例:
# vi /pool-name/boot/grub/menu.lst

ここで、pool-nameは ZFSストレージプールの名前です。

c. 手順 1で menu.lstファイルをコピーしたUSBドライブを使用して、元の Linuxイ
ンストールの Linux menu.lst情報を新しい menu.lstファイルの末尾にコピーしま
す。

たとえば、Ubuntuインストールの menu.lstファイルは次のようになります。
title Ubuntu 8.04, kernel 2.6.24-18-generic

root (hd0,4)

kernel /vmlinuz-2.6.24-18-generic \

root=UUID=1ed7fa17-6d77-4b49-be1a-22481310fd1b ro quiet splash

initrd /initrd.img-2.6.24-18-generic

quiet

title Ubuntu 8.04, kernel 2.6.24-18-generic (recovery mode)

root (hd0,4)

kernel /vmlinuz-2.6.24-18-generic \

root=UUID=1ed7fa17-6d77-4b49-be1a-22481310fd1b ro single

initrd /initrd.img-2.6.24-18-generic

注意 – menu.lstファイルの元の内容を直接編集しないでください。新しい情報は
必ずファイルの末尾に追加します。また、ファイルの内容を変更する場合に
は、既存の内容を複製してから変更するようにしてください。

d. ファイルを保存して終了します。

システムをリブートします。

システムがリブートすると、LinuxとOracle Solarisの両方のオペレーティングシステ
ムのエントリがGRUBメニューに含まれているはずです。

2

3

x86ベースシステム上のブートパラメータの変更

x86プラットフォーム上のOracle Solarisのブートおよびシャットダウン • 2012年 3月66



bootadmコマンドを使用したブートエントリのパ
ラメータの表示および設定

▼ アクティブなGRUBメニューを検出し、現在のメニューエントリ
を一覧表示する方法
次の手順に従って、アクティブなGRUBメニューの場所を調べ、現在のGRUBメ
ニューエントリを一覧表示します。

rootの役割になります。

アクティブなGRUBメニューの場所と現在のGRUBメニューエントリを一覧表示する
には、次のように入力します。
# bootadm list-menu

list-menu アクティブなGRUBメニューの場所と現在のGRUBメニューエントリ
を一覧表示します。この出力には、autoboot-timeoutデフォルトエン
トリ番号に関する情報と、各エントリのタイトルが含まれます。

アクティブなGRUBメニューの場所と現在のGRUBメニューエントリを
一覧表示する

# bootadm list-menu

The location for the active GRUB menu is: /stubboot/boot/grub/menu.lst

default=0

timeout=30

0 2010-12-10-be

1 Oracle Solaris 11

2 Linux

▼ アクティブなGRUBメニューのデフォルトのブートエントリを設
定する方法

rootの役割になります。

アクティブなGRUBメニューのデフォルトのブートエントリを設定するには、次のよ
うに入力します。
# bootadm set-menu menu-entry

set-menu GRUBメニューを保守します。アクティブなGRUBメニューの場所は
boot/grub/menu.lstです。

menu-entry デフォルトとして設定するGRUBメニューエントリを指定します。

1

2

例6–4

1

2
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デフォルトのメニューエントリが変更されたことを確認するには、次のように入力
します。
# bootadm list-menu

新しいデフォルトのメニューエントリが表示されるはずです。

GRUBのデフォルトのメニューエントリを切り替える

次の例は、デフォルトのGRUBメニューを、前の例に表示されているメニューエン
トリのいずれかに切り替える方法を示しています。選択されたメニューエントリ
は、Linux (メニューエントリ 2)です。

# bootadm set-menu default=2

3

例6–5
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x86プラットフォーム上での ZFSブート
環境の作成、管理、およびこのブート環
境からのブート (タスク)

この章では、x86ベースシステム上で ZFSブート環境 (BEとも呼ばれる)の作成と管
理、およびこのブート環境からのブートを行う方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 70ページの「ZFSブート環境の作成と管理、およびこのブート環境からのブート
(タスクマップ)」

■ 71ページの「ブート環境の作成と管理」
■ 76ページの「x86プラットフォーム上の ZFSブート環境またはルートファイルシ
ステムからのブート」

x86ベースシステムのブートに関する概略の情報は、第 1章「x86ベースシステムの
ブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

SPARCプラットフォーム上での ZFSブート環境からのブートについては、『SPARC
プラットフォームでのOracle Solarisのブートおよびシャットダウン』の第 7
章「SPARCプラットフォームでの ZFSブート環境の作成と管理、およびこのブート
環境からのブート (手順)」を参照してください。

ブート環境の管理については、『Oracle Solaris 11ブート環境の作成と管理』を参照
してください。

7第 7 章
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ZFSブート環境の作成と管理、およびこのブート環境か
らのブート (タスクマップ)

表 7–1 ZFSブート環境の作成と管理、およびこのブート環境からのブート:タスクマップ

タスク 説明 参照先

新しいブート環境を作成しま
す。

beadm createコマンドを使用し
て新しいブート環境を作成しま
す。

71ページの「新しいブート環
境を作成する方法」

ブート環境のスナップショット
を作成します。

beadm create beName@snapshot
コマンドを使用して既存の
ブート環境のスナップショット
を作成します。

73ページの「ブート環境のス
ナップショットの作成方法」

既存のスナップショットから
ブート環境を作成します。

beadmコマンドを使用して既存
のスナップショットから新しい
ブート環境を作成します。

73ページの「既存のスナップ
ショットからブート環境を作成
する方法」

新しく作成されたブート環境を
アクティブにします。

beadm activateコマンドを使用
して、新しく作成されたブート
環境をアクティブにします。

73ページの「新しく作成され
たブート環境をアクティブにす
る方法」

ブート環境、スナップ
ショット、およびデータセット
の一覧を表示します。

ブート環境、スナップ
ショット、およびデータセット
の一覧を表示するには、beadm

listコマンドを使用します。

74ページの「使用可能な
ブート環境、スナップ
ショット、およびデータセット
の一覧を表示する方法」

ブート環境を破棄します。 beadm destroyコマンドを使用
してブート環境を破棄します。

75ページの「ブート環境を破
棄する方法」

x86ベースシステム上の指定さ
れたブート環境、データ
セット、またはルートファイル
システムからブートします。

ZFSブートローダーをサポート
するOracle Solarisリリースをシ
ステムにインストールする
か、またはシステムをそのリ
リースにアップグレードした場
合は、デフォルトの ZFSブート
環境のGRUBメニューエントリ
に -B $ZFS-BOOTFSブート引数が
含まれます。したがって、その
システムは自動的に ZFSルート
からブートします。

注 –このオプションは、ZFS
プールを含むブートデバイスで
のみサポートされています。

76ページの「x86プラット
フォーム上の ZFSブート環境ま
たはルートファイルシステムか
らのブート」

ZFSブート環境の作成と管理、およびこのブート環境からのブート (タスクマップ)
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ブート環境の作成と管理
次のタスクでは、beadmユーティリティーを使用して、ブート環境、スナップ
ショット、およびデータセットを作成および管理する方法について説明します。

■ ブート環境 (BE)とは、ブート用に指定された ZFSファイルシステムのことで
す。ブート環境は基本的に、Oracle Solaris OSイメージのブート可能インスタンス
に、そのイメージにインストールされたその他のソフトウェアパッケージを加え
たものです。1つのシステム上に複数のブート環境を維持できます。各ブート環
境には異なるOSバージョンをインストールできます。Oracle Solarisをインス
トールすると、インストール中に新しいブート環境が自動的に作成されます。

■ スナップショットとは、特定の時点で取得されるデータセットまたはブート環境
の読み取り専用イメージです。スナップショットはブート可能でないことに注意
してください。ただし、特定のスナップショットに基づくブート環境を作成した
あと、その新しいブート環境をアクティブにすることで、そのブート環境を次回
のシステムリブート時のデフォルトブート環境とすることができます。

■ データセットは、ZFSファイルシステム、クローン、スナップショット、または
ボリュームを識別するために使用される一般的な用語です。

■ 共有データセットとは、/exportのように、アクティブなブート環境とアク
ティブでないブート環境の両方において同じマウントポイントを持つユーザー定
義ディレクトリのことです。共有データセットは、各ブート環境のルートデータ
セット領域の外側にあります。

■ ブート環境のクリティカルデータセットは、そのブート環境のルートデータ
セット領域に含まれています。

beadmユーティリティーについての詳細は、beadm(1M)のマニュアルページを参照し
てください。ブート環境の管理に関する詳細は、『Oracle Solaris 11ブート環境の作
成と管理』を参照してください。大域または非大域ゾーン環境での beadmユーティリ
ティーの使用についての詳細は、『Oracle Solaris 11ブート環境の作成と管理』の第 2
章「beadmでのゾーンのサポート」を参照してください。

▼ 新しいブート環境を作成する方法

rootの役割になります。

beadm createコマンドを使用してブート環境を作成します。
# beadm create beName

beNameは、新しいブート環境の名前を表す変数です。この新しいブート環境はアク
ティブではありません。
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注 – beadm createコマンドでは、部分的なブート環境は作成されません。新しい完全
なブート環境が正常に作成されるか、コマンドが失敗するかのいずれかです。

(省略可能)新しいブート環境をマウントします。
# beadm mount beName mountpoint

マウントポイントのディレクトリが存在しない場合、beadmコマンドはそのディレク
トリを作成してから、そのディレクトリにブート環境をマウントします。ブート環
境がすでにマウントされている場合、beadm mountコマンドは失敗し、ブート環境は
新しい場所に再マウントされません。

ブート環境はマウントされますが、アクティブでない状態です。マウント済みのア
クティブでないブート環境をアップグレードできます。また、システムをリブート
する前にブート環境をマウント解除することを忘れないでください。

(省略可能)新しいブート環境からブートするには、最初にブート環境をアクティブに
します。
# beadm activate beName

beNameは、アクティブにするブート環境の名前を表す変数です。リブート時に、新
しくアクティブになったブート環境は、GRUBメニューに表示されるデフォルトの
ブートエントリになります。

共有データセットを持つ複製されたブート環境を作成する

次の例は、BE2という名前の新しく作成したブート環境内のデータセットを示してい
ます。この例では、元のブート環境は BE1です。新しいブート環境 BE2には、BE1か
ら複製された個々のデータセットが含まれています。BE1に /optなどの従来の
ファイルシステム用の個々のデータセットが含まれている場合は、それらのデータ
セットも複製されます。

# beadm create BE2

# beadm list -a BE2

BE/Dataset/Snapshot Active Mountpoint Space Policy Created

------------------- ------ ---------- ----- ------ -------

BE2

rpool/ROOT/BE2 - - 42.0K static 2011-04-07 10:56

前の出力に示すように、ストレージプールの名前は rpoolです。このプールは、初
期インストールまたはアップグレードによってあらかじめ設定されているため、す
でにシステム上に存在します。ROOTは、同様に初期インストールまたはアップグ
レードによってあらかじめ作成された特殊なデータセットです。ROOTは、ブート環
境のルートで使用するために排他的に予約されています。

3
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▼ ブート環境のスナップショットの作成方法
rootの役割になります。

ブート環境のスナップショットを作成します。
# beadm create beName@snapshot

スナップショット名の例として、次のようなものがあります。

■ BE@0312200.12:15pm

■ BE2@backup

■ BE1@march132008

▼ 既存のスナップショットからブート環境を作成す
る方法

rootの役割になります。

次のコマンドを入力して、スナップショットから新しいブート環境を作成します。
# beadm create -e BEname@snapshotdescription beName

BEname@snapshotdescriptionを既存のスナップショットの名前に、beNameを新しい
ブート環境のカスタム名にそれぞれ置き換えます。

例:

# beadm create -e BE1@now BE2

このコマンドは、BE1@nowという名前の既存のスナップショットから BE2という名前
の新しいブート環境を作成します。このあと、このブート環境をアクティブにする
ことができます。手順については、73ページの「新しく作成されたブート環境をア
クティブにする方法」を参照してください。

▼ 新しく作成されたブート環境をアクティブにする
方法
新しく作成されたブート環境をアクティブにすることによって、リブート時にその
ブート環境がデフォルトのブート環境となりブートされます。アクティブにできる
ブート環境は常に 1つだけであることに注意してください。

rootの役割になります。

1

2

1

2
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次のコマンドを使用して、既存のアクティブでないブート環境をアクティブにしま
す。
# beadm activate beName

beNameは、アクティブにするブート環境を表す変数です。

次の事項に注意してください。

■ beadm activate beNameコマンドは、bootfsブート可能プールプロパティーを、ア
クティブにするブート環境の ROOTデータセットの値に設定することによって
ブート環境をアクティブにします。

■ beadm activateコマンドは、新しくアクティブにしたブート環境を menu.lst

ファイルにデフォルトとして設定します。

システムをリブートします。

これで新しくアクティブにしたブート環境が x86 GRUBメニューのデフォルトエント
リになります。

注 –ブート環境がブートに失敗した場合は、GRUBメニューまたはブートメニューか
ら以前のブート環境をリブートして選択します。

▼ 使用可能なブート環境、スナップショット、およ
びデータセットの一覧を表示する方法
beadmコマンドを使用して作成された使用可能なブート環境、スナップショット、お
よびデータセットを表示するには、beadm listコマンドを使用します。

rootの役割になります。

システム上で使用可能なすべてのデータセットを一覧表示するには、次のコマンド
を入力します。
# beadm list option

-a ブート環境に関する利用可能なすべての情報を一覧表示します。このオプ
ションでは、下位のスナップショットとデータセットが含められます。

-d ブート環境のデータセットに関する情報を一覧表示します。

-s ブート環境のスナップショットに関する情報を一覧表示します。このオプ
ションは、-dオプションと組み合わせて使用されます。

-H 表示からヘッダー情報を省略します。このオプションを選択すると、スクリ
プトやほかのプログラムの表示をより簡単に解析できるようになります。

2

3
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特定のブート環境について使用可能なデータセットを一覧表示するには、beadm list

コマンド構文にブート環境名を含めます。

たとえば、oracle-solarisブート環境内で使用可能なデータセットをすべて表示す
るには、次のようなコマンドを入力します。
# beadm list -a oracle-solaris

BE/Dataset/Snapshot Active Mountpoint Space Policy Created

------------------- ------ ---------- ----- ------ -------

oracle-solaris

rpool/ROOT/solaris - - 14.33M static 2011-01-20 07:45

スナップショットの仕様を表示する

次の beadm listの例では、-sオプションを指定します。これにより、現在のイ
メージに存在するすべてのスナップショットの情報が表示されます。

次の結果の例では、各スナップショットのタイトルに、スナップショットが作成さ
れた日時を示すタイムスタンプが含まれています。

# beadm list -s test-2

結果の例が表示されます。

BE/Snapshot Space Policy Created

----------- ----- ------ -------

test-2

test-2@2010-04-12-22:29:27 264.02M static 2010-04-12 16:29

test-2@2010-06-02-20:28:51 32.50M static 2010-06-02 14:28

test-2@2010-06-03-16:51:01 16.66M static 2010-06-03 10:51

test-2@2010-07-13-22:01:56 25.93M static 2010-07-13 16:01

test-2@2010-07-21-17:15:15 26.00M static 2010-07-21 11:15

test-2@2010-07-25-19:07:03 13.75M static 2010-07-25 13:07

test-2@2010-07-25-20:33:41 12.32M static 2010-07-25 14:33

test-2@2010-07-25-20:41:23 30.60M static 2010-07-25 14:41

test-2@2010-08-06-15:53:15 8.92M static 2010-08-06 09:53

test-2@2010-08-06-16:00:37 8.92M static 2010-08-06 10:00

test-2@2010-08-09-16:06:11 193.72M static 2010-08-09 10:06

test-2@2010-08-09-20:28:59 102.69M static 2010-08-09 14:28

test-2@install 205.10M static 2010-03-16 19:04

▼ ブート環境を破棄する方法
システム上で使用可能なディスク容量を増やす場合は、beadmコマンドを使用すると
既存のブート環境を破棄 (削除)できます。
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次の事項に注意してください。

■ 現在ブートされているブート環境を破棄することはできません。
■ beadm destroyコマンドでは、破棄されたブート環境のエントリが x86 GRUBメ
ニューから自動的に削除されます。

■ beadm destroyコマンドで破棄されるのは、ブート環境のクリティカルデータ
セットまたは非共有データセットだけです。共有データセットは、ブート環境の
ルートデータセット領域の外側にあり、ブート環境が破棄される際に影響を受け
ません。

rootの役割になります。

ブート環境を破棄するには、次のコマンドを入力します。
# beadm destroy beName

ブート環境を破棄する前に、確認のプロンプトが表示されます。

beadm destroy beName beNameで指定されたブート環境を破棄します。

-F 確認を要求せずに、ブート環境を強制的に破棄します。

-f ブート環境がマウントされている場合でも強制的に破棄し
ます。

x86プラットフォーム上のZFSブート環境またはルート
ファイルシステムからのブート

インストール処理中または beadm activate操作中に、ZFSを自動的にブートするため
の次のエントリが /pool-name /boot/grub/menu.lstファイルに追加されます。

title 2010-12-10-be-s

findroot (pool_rpool,0,a)

bootfs rpool/ROOT/2010-12-10-be_152

kernel$ /platform/i86pc/kernel/$ISADIR/unix -B $ZFS-BOOTFS -s

module$ /platform/i86pc/$ISADIR/boot_archive

GRUBによってブートデバイスとして識別されたデバイスに ZFSストレージプール
が含まれている場合、menu.lstファイルを使用してGRUBメニューが作成されま
す。複数の ZFSブート環境がある x86ベースのシステムでは、ブート中にGRUBメ
ニューからブート環境を選択できます。このメニューエントリに対応するルート
ファイルシステムが ZFSデータセットである場合は、次のオプションが追加されま
す:

-B $ZFS-BOOTFS
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$ZFS-BOOTFSキーワードにより、 x86ベースのシステムでOracle Solaris ZFSルート
ファイルシステムからのブートを実行できます。このオプションは、どのブート環
境またはデータセットをブートするかを識別します。ZFSブートローダーをサポート
するOracle Solarisリリースをインストールする場合は、GRUB menu.lstファイルおよ
びGRUBブートメニューにデフォルトでこの情報が含まれます。

例 7–3 ZFSブート環境、データセット、またはファイルシステムからのブート

ZFSファイルシステムからブートする場合、ルートデバイスは、GRUBメニューの
kernel$行にある -B $ZFS-BOOTFSブートパラメータで指定されます。この値は、-Bオ
プションで指定されるすべてのパラメータと同様に、GRUBからカーネルに渡され
ます。例:

title Oracle Solaris 11 Express snv_152

findroot (pool_rpool,0,a)

bootfs rpool/ROOT/solaris

kernel$ /platform/i86pc/kernel/$ISADIR/unix -B $ZFS-BOOTFS

module$ /platform/i86pc/$ISADIR/boot_archive

x86プラットフォーム上の ZFSブート環境またはルートファイルシステムからのブート
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x86ベースシステムのブート可能状態の
維持 (タスク)

この章では、ブート管理インタフェース (bootadm)を使用することによって、x86
ベースシステムをブート可能に維持する方法について説明します。ブートアーカイ
ブについての情報を表示するための手順、ブートアーカイブの整合性を維持するた
めの手順、およびブートアーカイブの問題をトラブルシューティングする手順につ
いても説明します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 79ページの「x86ベースシステムのブート可能状態の維持 (タスクマップ)」
■ 80ページの「Oracle Solarisブートアーカイブの説明」
■ 81ページの「ブートアーカイブ SMFサービスの管理」
■ 82ページの「ブートアーカイブの整合性の維持」

x86ベースシステムのブートに関する概略の情報は、第 1章「x86ベースシステムの
ブートおよびシャットダウン (概要)」を参照してください。

SPARCベースシステムのブート可能状態の維持については、『SPARCプラット
フォームでのOracle Solarisのブートおよびシャットダウン』の第 8章「SPARC
ベースシステムのブート可能状態の維持 (手順)」を参照してください。

x86ベースシステムのブート可能状態の維持 (タスク
マップ)

表 8–1 x86ベースシステムのブート可能状態の維持:タスクマップ

タスク 説明 参照先

bootadmコマンドを使用し
てブートアーカイブの内容
を一覧表示します。

ブートアーカイブの内容を一覧表示
する場合は、bootadm list-archive

コマンドを使用します。

81ページの「ブートアーカイ
ブの内容を一覧表示する方
法」

8第 8 章

79

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26924&id=SOLBOOTSPARCarchive-123
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26924&id=SOLBOOTSPARCarchive-123
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26924&id=SOLBOOTSPARCarchive-123


表 8–1 x86ベースシステムのブート可能状態の維持:タスクマップ (続き)
タスク 説明 参照先

boot-archiveサービスを管
理します。

boot-archiveサービスは SMFに
よって制御されます。boot-archive

サービスが実行されているかどうか
を確認するには、svcsコマンドを使
用します。svcadmコマンドを使用し
て、サービスを有効化または無効化
します。

81ページの「ブートアーカイ
ブ SMFサービスの管理」

auto-reboot-safeプロパ
ティーを使用して、 x86
ベースのシステムでブート
アーカイブ更新障害を消去
します。

auto-reboot-safeプロパティーが
falseに設定されているために、 x86
ベースのシステムでブートアーカイ
ブ更新が失敗した場合に、この手順
を使用します。

83ページ
の「auto-reboot-safeプロパ
ティーを使用してブート
アーカイブ自動更新障害を消
去する方法」

bootadmコマンドを使用し
て、x86ベースシステム上
でのブートアーカイブ更新
障害を解決します。

この手順は、auto-reboot-safeプロ
パティーが有効になっている場合
に、x86ベースシステム上での
ブートアーカイブ更新障害を手動で
解決するために使用します。

83ページの「ブートアーカイ
ブを手動で更新することに
よってブートアーカイブの自
動更新障害を解決する方法」

Oracle Solarisブートアーカイブの説明
Oracle Solarisをインストールするとき、bootadmコマンドによってシステム上に
ブートアーカイブが作成されます。ブートアーカイブはルートファイルシステムの
サブセットです。このブートアーカイブには、すべてのカーネルモ
ジュール、driver.confファイル、およびいくつかの構成ファイルが含まれていま
す。これらのファイルは、/etcディレクトリにあります。ブートアーカイブ内の
ファイルは、ルートファイルシステムがマウントされる前にカーネルによって読み
取られます。ルートファイルシステムがマウントされると、ブートアーカイブは
カーネルによってメモリーから破棄されます。次に、ファイル I/Oがルートデバイス
に実行されます。

また、bootadmコマンドは、ブートアーカイブの更新と検証を細部にわたって処理し
ます。通常のシステムシャットダウンの処理中に、シャットダウンプロセスでは
ブートアーカイブの内容がルートファイルシステムと比較されます。システムにド
ライバや構成ファイルなどの更新がある場合、ブートアーカイブがこれらの変更を
含むように再構築されることによって、リブート時にブートアーカイブとルート
ファイルシステムの同期がとられます。

Oracle Solarisブートアーカイブの説明
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x86ブートアーカイブの場所と内容に関する情報
の取得
x86ブートアーカイブ内のファイルは、/platform/i86pc/amd64/boot_archiveディレ
クトリにあります。ブートアーカイブの内容は、次の手順に記載されているように
bootadm list-archiveコマンドを使用すると一覧表示できます。ブートアーカイブ内
のファイルが更新されるたびに、アーカイブを再構築する必要があります。変更を
有効にするには、次にシステムがリブートする前にアーカイブを再構築する必要が
あります。

▼ ブートアーカイブの内容を一覧表示する方法
rootの役割になります。

ブートアーカイブに含まれるファイルとディレクトリを一覧表示するには、次のよ
うに入力します。
# bootadm list-archive

ブートアーカイブ SMFサービスの管理
boot-archiveサービスは SMFによって制御されます。このサービスインスタンス
は、svc:/system/boot-archive:defaultです。サービスを有効または無効にするに
は、svcadmコマンドを使用します。

boot-archiveサービスが実行中かどうかを確認す
る
boot-archiveサービスが無効な場合は、システムリブート時にブートアーカイブの
自動復旧が実行されないことがあります。その結果、ブートアーカイブが同期され
ないか破壊され、システムがブートされなくなる可能性があります。

boot-archiveサービスが実行されているかどうかを確認するには、svcsコマンドを
使用します。

$ svcs boot-archive

STATE STIME FMRI

online 10:35:14 svc:/system/boot-archive:default

この例で、svcsコマンドの出力は boot-archiveサービスがオンラインであることを
示しています。

1

2
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詳細は、svcadm(1M)および svcs(1)のマニュアルページを参照してください。

▼ boot-archive SMFサービスを有効または無効にす
る方法

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solarisの管理:セキュリティーサービス』の「管理権限を取得する
方法」を参照してください。

boot-archiveサービスを有効または無効にするには、次のように入力します。
# svcadm enable | disable system/boot-archive

boot-archiveサービスの状態を確認するには、次のように入力します。
# svcs boot-archive

サービスが実行されている場合は、オンラインサービスの状態が表示されます。

STATE STIME FMRI

online 9:02:38 svc:/system/boot-archive:default

サービスが実行されていない場合は、サービスがオフラインになっていることが出
力に表示されます。

ブートアーカイブ更新障害のトラブルシューティングについては、82ページ
の「ブートアーカイブの整合性の維持」を参照してください。

ブートアーカイブの整合性の維持
ブート管理インタフェース bootadmによって、Oracle Solarisブートアーカイブを維持
するための次のタスクを実行できます。

■ システムのブートアーカイブに含まれるファイルとディレクトリを一覧表示す
る。

■ ブートアーカイブを手動で更新する。

このコマンドの構文は次のとおりです。

bootadm [subcommand] [-option] [-R altroot]

bootadmコマンドの詳細は、bootadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

1

2

3
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▼ auto-reboot-safeプロパティーを使用してブート
アーカイブ自動更新障害を消去する方法
x86プラットフォームでのブートアーカイブ回復は、高速リブート機能によって自動
化されます。ただし、システムのブートプロセス中に、次のような警告が表示され
る場合があります:

WARNING: Reboot required.

The system has updated the cache of files (boot archive) that is used

during the early boot sequence. To avoid booting and running the system

with the previously out-of-sync version of these files, reboot the

system from the same device that was previously booted.

ここで、システムは保守モードに入ります。結果として、ブートアーカイブの自動
更新は失敗します。問題を修正するには、ここで説明する手順に従います。

rootの役割になります。

システムをリブートします。
# reboot

アクティブなBIOSブートデバイスとGRUBメニューエントリが現在のブートインスタ
ンスを指している場合は、ブートアーカイブ更新障害を防ぐために、次の手順に従
います:

a. 次のように入力して、svc:/system/boot-config SMFサービスの auto-reboot-safe

プロパティーを trueに設定します。
# svccfg -s svc:/system/boot-config:default setprop config/auto-reboot-safe = true

b. auto-reboot-safeプロパティーの設定が正しいことを確認します。
# svccfg -s svc:/system/boot-config:default listprop |grep config/auto-reboot-safe

config/auto-reboot-safe boolean true

▼ ブートアーカイブを手動で更新することによって
ブートアーカイブの自動更新障害を解決する方法
システムのブートプロセス中に、次のような警告メッセージが表示された場合
は、その結果、ブートアーカイブの自動更新が失敗します。

WARNING: Automatic update of the boot archive failed.

Update the archives using ’bootadm update-archive’

command and then reboot the system from the same device that

was previously booted.

次の手順は、bootadmコマンドを使用して期限切れのブートアーカイブを手動で更新
する方法を示しています。

1
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注 –同じ手順を使用して、x86ベースシステム上のブートアーカイブを手動で更新で
きます。

rootの役割になります。

ブートアーカイブを更新するには、次のコマンドを入力します。
# bootadm update-archive

注 –代替ルートのブートアーカイブを更新するには、次のように入力します。

# bootadm update-archive -R /a

-R altroot update-archiveサブコマンドに適用する代替ルートパスを指定します。

注意 – -Rオプションを使用して非大域ゾーンのルートファイルシステム
を参照してはいけません。そのようにすると、大域ゾーンのファイルシ
ステムが損傷したり、大域ゾーンのセキュリティーが低下したり、非大
域ゾーンのファイルシステムが損傷したりする場合がありま
す。zones(5)のマニュアルページを参照してください。

システムをリブートします。
# reboot

1
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x86ベースシステムのブートのトラブル
シューティング (タスク)

x86ベースシステムのブートをトラブルシューティングするための手順を次に示しま
す。

この章の内容は次のとおりです。

■ 86ページの「x86ベースシステムのブートのトラブルシューティング (タスク
マップ)」

■ 87ページの「復旧を目的とした x86ベースシステムのシャットダウンおよび
ブート」

■ 94ページの「x86プラットフォーム上での高速リブートに関する問題のトラブル
シューティング」

復旧の目的でのOracle Solarisの停止と起動について (サービスプロセッサを実行して
いる場合)、およびOracle ILOMサービスプロセッサを制御する手順について
は、http://download.oracle.com/docs/cd/E19694-01/E21741-02/index.htmlにある
ハードウェアのドキュメントを参照してください。

Oracle Solarisブートアーカイブの問題を解決する方法については、82ページ
の「ブートアーカイブの整合性の維持」を参照してください。

SPARCベースシステム上でのブートのトラブルシューティングについて
は、『SPARCプラットフォームでのOracle Solarisのブートおよびシャットダウ
ン』の第 9章「SPARCベースシステムのブートのトラブルシューティング (手
順)」を参照してください。

9第 9 章
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x86ベースシステムのブートのトラブルシューティング
(タスクマップ)

表 9–1 x86ベースシステムのブートのトラブルシューティング:タスクマップ

タスク 説明 参照先

復旧を目的として x86ベースシ
ステムを停止します。

破損したファイルが原因で x86
ベースシステムがブートされな
くなっている場合は、最初にシ
ステムを停止して復旧を試みま
す。

87ページの「復旧を目的とし
てシステムを停止する方法」

x86ベースシステムをシングル
ユーザーモードでブートし
て、不正な rootシェルまたは
誤ったパスワードの入力などの
軽微な問題を解決します。

システムをシングル
ユーザーモードでブートし
て、不明な rootパスワードま
たは同様の問題を解決します。

88ページの「シングル
ユーザーモードでブートし
て、不正な rootシェルまたは
パスワードの問題を解決する方
法」

x86ベースシステムをメディア
からブートして、不明な
rootパスワードの問題を解決し
ます。

メディアからシステムをブート
し、ルートプールをインポート
およびマウントして、問題を修
正します。

88ページの「メディアから
ブートして、不明な rootパス
ワードを解決する方法」

x86ベースシステムをメディア
からブートして、システムの
ブートを妨げている menu.lst

ファイルの問題を解決します。

システムをメディアからブート
して、ルートプールをイン
ポートし、menu.lstファイルの
問題を分析および修正します。

90ページの「メディアから
ブートして、システムのブート
を妨げている menu.lstファイ
ルの問題を解決する方法」

x86ベースシステムのク
ラッシュダンプとリブートを強
制的に実行します。

トラブルシューティングの手段
として、x86ベースシステムの
クラッシュダンプとリブートを
強制的に実行します。

92ページの「クラッシュダン
プを強制してシステムをリ
ブートする方法」

カーネルデバッガ (kmdb)を有効
にして、x86ベースシステムを
ブートします。

カーネルと対話してシステムの
問題をトラブルシューティング
するために、カーネルデバッガ
を有効にして x86ベースシステ
ムをブートします。

93ページの「カーネルデ
バッガ (kmdb)を有効にした状態
でシステムをブートする方法」

ZFSルート環境内で、復旧を目
的として x86ベースシステムを
ブートします。

この手順は、rootパスワード
の紛失や、同様の問題から回復
できるようにシステムをブート
する必要がある場合に使用しま
す。

90ページの「メディアから
ブートして、システムのブート
を妨げている menu.lstファイ
ルの問題を解決する方法」

x86ベースシステム上での高速
リブート機能に関する問題をト
ラブルシューティングします。

x86ベースシステムが高速リ
ブートを開始できなくなる可能
性のある問題をトラブル
シューティングします。

94ページの「x86プラット
フォーム上での高速リブートに
関する問題のトラブル
シューティング」

x86ベースシステムのブートのトラブルシューティング (タスクマップ)
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復旧を目的とした x86ベースシステムのシャットダウン
およびブート

次の場合は、ブートおよびシステムのその他の問題を分析またはトラブル
シューティングするために、システムをまずシャットダウンする必要があります。

■ システムのブート時にエラーメッセージのトラブルシューティングを行います。
■ システムを停止して復旧を試みます。
■ 復旧を目的としてシステムをブートします。
■ 強制的にクラッシュダンプを実行し、システムをリブートします。
■ kmdbコマンドを使用してカーネルデバッガでシステムをブートします。

このあとの手順では、復旧の目的で x86ベースシステムを安全にシャットダウンして
からブートする方法について説明します。

システム復旧のための停止とブート
復旧の目的でシステムをブートする必要がある場合があります。

一般的なエラーおよび復旧のシナリオを次に示します。

■ シングルユーザーモードでシステムをブートして、/etc/passwdファイルの root

シェルエントリの修正や、NISサーバーの変更などの軽微な問題を解決します。
■ インストールメディアまたはネットワーク上のインストールサーバーからブート
して、システムのブートを妨げている問題から回復したり、紛失した rootパス
ワードを回復したりします。この方法では、ルートプールをインポートしたあと
に、ブート環境をマウントする必要があります。

■ ルートプールをインポートすることにより、ブート構成の問題を解決しま
す。menu.lstファイルで問題が発生した場合は、ブート環境をマウントする必要
はなく、単にルートプールをインポートするだけで、ブート関連のコンポーネン
トを含む rpoolファイルシステムが自動的にマウントされます。

▼ 復旧を目的としてシステムを停止する方法

システムを停止します。

■ 最初に rootの役割になり、次にキーボードとマウスが機能している場合は init 0

を入力します。
■ Press any key to reboot プロンプトが表示されている場合は、任意のキーを押し
てシステムをリブートします。

■ システムをリブートするには、init 6を入力します。

1

復旧を目的とした x86ベースシステムのシャットダウンおよびブート

第 9章 • x86ベースシステムのブートのトラブルシューティング (タスク) 87



マウスからの入力に対してシステムが応答しない場合は、次のいずれかを行いま
す。

■ Resetキーを押してシステムをリブートします。

■ 電源スイッチを使用してシステムをリブートします。

▼ シングルユーザーモードでブートして、不正な rootシェルまたは
パスワードの問題を解決する方法

システムを停止します。
# init 0

システムをリブートします。
# reboot

GRUBメニューが表示されたら、次を行います。

a. 該当するブートエントリを選択し、eと入力して、そのエントリを編集します。

b. 矢印キーを使用して、kernel$行を選択します。

矢印キーを使用できない場合は、キャレット (^)キーを使って上方へスクロール
したり、英字キー vを使って下方へスクロールしたりします。

c. $kernel行の終わりに -sと入力して、Returnキーを押し、変更を保存して、前の
画面に戻ります。

d. bと入力して、シングルユーザーモードでシステムをブートします。

/etc/passwdファイルのシェルエントリを修正します。
# vi /etc/password

Ctrl-dを押してシステムをリブートします。

▼ メディアからブートして、不明な rootパスワードを解決する方法
次の手順は、不明な rootパスワードの問題や、同様の問題を修正するためにシステ
ムをブートする必要がある場合に使用します。この手順では、ルートプールをイン
ポートしたあとに、ブート環境をマウントする必要があります。ルートプールまた
はルートプールのスナップショットを回復する必要がある場合は、『Oracle Solarisの
管理: ZFSファイルシステム』の「ZFSルートプールのディスクを交換する方法」を
参照してください。

2
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Oracle Solarisのメディアからブートします。

■ Live Media -インストールメディアからブートし、回復手順のためにGNOME端末を
使用します。

■ テキストインストール – GRUBメニューから「Text Installer and command

line」ブートエントリを選択し、次にテキストインストール画面からオプ
ション「3 Shell」を選択します。

■ 自動インストール –ネットワーク上のインストールサーバーからのブートには
PXEブートが必要です。GRUBメニューから「Text Installer and command

line」エントリを選択します。次に、テキストインストール画面からオプ
ション「3 Shell」を選択します。
例:
1 Install Oracle Solaris

2 Install Additional Drivers

3 Shell

4 Terminal type (currently xterm)

5 Reboot

Please enter a number [1]: 3

To return to the main menu, exit the shell

ルートプールをインポートします。
zpool import -f rpool

ブート環境のマウントポイントを作成します。
# mkdir /a

/aにブート環境をマウントします
# beadm mount solaris-instance|bename /a

例:

# beadm mount solaris-2 /a

パスワードまたはシャドウエントリが原因でコンソールログインできない場合
は、その問題を訂正します。

a. TERMタイプを設定します。
# TERM=vt100

# export TERM

b. shadowファイルを編集します。
# cd /a/etc

# vi shadow

# cd /
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ブートアーカイブを更新します。
# bootadm update-archive /R /a

ブート環境をマウント解除します。
# beadm umount be-name

システムを停止します。
# halt

シングルユーザーモードでシステムをリブートして (88ページの「シングル
ユーザーモードでブートして、不正な rootシェルまたはパスワードの問題を解決す
る方法」を参照)、rootパスワードの入力を求められたら、Returnキーを押します。

rootパスワードをリセットします。
root@system:~# passwd -r files root

New Password: xxxxxx

Re-enter new Password: xxxxxx

passwd: password successfully changed for root

Ctrl-dを押してシステムをリブートします。

▼ メディアからブートして、システムのブートを妨げている
menu.lstファイルの問題を解決する方法
次の手順は、デフォルトの menu.lstファイルの問題を修正するためにシステムを
ブートする必要がある場合に使用します。この手順では、ブート環境をマウントす
る必要はありません。ルートプールまたはルートプールのスナップショットを回復
する必要がある場合は、『Oracle Solarisの管理: ZFSファイルシステム』の「ZFS
ルートプールのディスクを交換する方法」を参照してください。

Oracle Solarisのメディアからブートします。

■ Live Media -インストールメディアからブートし、回復手順のためにGNOME端末を
使用します。

■ テキストインストール – GRUBメニューから「Text Installer and command

line」ブートエントリを選択し、次にテキストインストール画面からオプ
ション「3 Shell」を選択します。
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■ 自動インストール –ネットワーク上のインストールサーバーからのブートには
PXEブートが必要です。GRUBメニューから「Text Installer and command

line」エントリを選択します。次に、テキストインストール画面からオプ
ション「3 Shell」を選択します。

例:
1 Install Oracle Solaris

2 Install Additional Drivers

3 Shell

4 Terminal type (currently xterm)

5 Reboot

Please enter a number [1]: 3

To return to the main menu, exit the shell

ルートプールをインポートします。
zpool import -f rpool

menu.lstファイル内のエントリを検査し、必要に応じて修正します。
# cd /rpool/boot/grub

# vi menu.lst

ブートアーカイブを更新します。
# bootadm update-archive -R /a

シェルを終了してシステムをリブートします。
exit

1 Install Oracle Solaris

2 Install Additional Drivers

3 Shell

4 Terminal type (currently sun-color)

5 Reboot

Please enter a number [1]: 5

クラッシュダンプを強制してシステムをリブート
する
場合によっては、トラブルシューティングの目的でクラッシュダンプを強制実行
し、システムをリブートする必要があります。デフォルトでは、savecore機能を使
用できます。

システムクラッシュダンプの詳細は、『Oracle Solarisの管理:一般的なタス
ク』の「システムクラッシュダンプ情報の管理」を参照してください。
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▼ クラッシュダンプを強制してシステムをリブートする方法
reboot -dコマンドまたは halt -dコマンドを使用できない場合は、カーネルデバッガ
kmdbを使用してクラッシュダンプを強制的に実行できます。次の手順を実行するに
は、ブート時に、または mdb - kコマンドを使用してカーネルデバッガが読み込まれ
ている必要があります。

注 –カーネルデバッガ (kmdb)にアクセスするにはテキストモードでなければなりませ
ん。したがって、まずウィンドウシステムを終了してください。

カーネルデバッガにアクセスします。

デバッガにアクセスするための方法は、システムへのアクセスに使用するコン
ソールのタイプによって異なります。

■ ローカル接続されているキーボードを使用している場合は、F1–Aを押します。
■ シリアルコンソールを使用している場合は、そのシリアルコンソールタイプに適
した方法でブレークを送信します。

kmdbプロンプトが表示されます。

クラッシュを強制的に実行するには、systemdumpマクロを使用します。
[0]> $<systemdump

パニックメッセージが表示され、クラッシュダンプが保存され、システムがリ
ブートします。

コンソールログインプロンプトでログインして、システムがリブートされているこ
とを確認します。

x86: halt -dコマンドを使用してシステムのクラッシュダンプとリブート
を強制実行する

この例は、halt -dおよび bootコマンドを使用して、x86ベースシステムのク
ラッシュダンプとリブートを強制的に実行する方法を示しています。

# halt -d

4ay 30 15:35:15 wacked.<domain>.COM halt: halted by user

panic[cpu0]/thread=ffffffff83246ec0: forced crash dump initiated at user request

fffffe80006bbd60 genunix:kadmin+4c1 ()

fffffe80006bbec0 genunix:uadmin+93 ()

fffffe80006bbf10 unix:sys_syscall32+101 ()

syncing file systems... done

dumping to /dev/dsk/c1t0d0s1, offset 107675648, content: kernel

NOTICE: adpu320: bus reset
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100% done: 38438 pages dumped, compression ratio 4.29, dump succeeded

Welcome to kmdb

Loaded modules: [ audiosup crypto ufs unix krtld s1394 sppp nca uhci lofs

genunix ip usba specfs nfs md random sctp ]

[0]>

kmdb: Do you really want to reboot? (y/n) y

▼ カーネルデバッガ (kmdb)を有効にした状態でシ
ステムをブートする方法
この手順では、カーネルデバッガ ( kmdb)を読み込むための基本的な操作を示しま
す。デフォルトでは、savecore機能を使用できます。

システムをブートします。

システムがブートすると、GRUBメニューが表示されます。

GRUBメニューが表示されたら、eと入力してGRUB編集メニューにアクセスします。

矢印キーを使用して、kernel$行を選択します。

矢印キーを使用できない場合は、キャレット (^)キーを使って上方へスクロールした
り、英字キー vを使って下方へスクロールしたりします。

eと入力して、その行を編集します。

ブートエントリメニューが表示されます。このメニューで、kernel$行の末尾に追加
のブート引数を指定して、ブート動作を変更できます。

GRUB編集メニューで、kernel$行の末尾に -kmdbまたは -kを入力します。
grub edit> kernel$ /platform/i86pc/kernel/$ISADIR/unix -B $ZFS-BOOTFS -s -k

Enterキーを押して 1つ前の画面に戻ってから、bを入力して、カーネルデバッガを有
効にした状態でシステムをブートします。

-kmdbまたは -kを入力すると、デバッガが読み込まれたあと、オペレーティングシ
ステムが直接ブートされます。

カーネルデバッガにアクセスします。

デバッガにアクセスするための方法は、システムへのアクセスに使用するコン
ソールのタイプによって異なります。

■ ローカル接続されているキーボードを使用している場合は、F1–Aを押します。
■ シリアルコンソールを使用している場合は、そのタイプのシリアルコンソールに
適した方法を使用してブレークを送信します。
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システムが完全にブートする前にカーネルデバッガにアクセスするには、-kdオプ
ションを使用します。

-kdオプションを使用すると、デバッガが読み込まれたあと、オペレーティングシス
テムをブートする前にデバッガと対話する機会が与えられます。

カーネルデバッガにはじめてアクセスした場合、ウェルカムメッセージが表示され
ます。

kmdbと、kmdbによって提供される実行制御機能を使用してシステムと対話する方法
についての詳細は、kmdb(1)のマニュアルページを参照してください。

x86プラットフォーム上での高速リブートに関する問題
のトラブルシューティング

以降のセクションでは、x86プラットフォーム上でOracle Solarisの高速リブート機能
に関して発生する可能性のあるいくつかの一般的な問題を特定および解決する方法
について説明します。

発生する可能性のある早期システムパニックのデ
バッグ
boot-configサービスはマルチユーザーマイルストーンに依存しているため、早期シ
ステムパニックをデバッグする必要のあるユーザーは、次の例に示すように
/etc/systemファイル内の大域変数 fastreboot_onpanicにパッチを適用できます。

# echo "set fastreboot_onpanic=1" >> /etc/system

# echo "fastreboot_onpanic/W" | mdb -kw

x86プラットフォーム上で高速リブートが動作で
きなくなる可能性のある状態のトラブル
シューティング
次のような状況では、高速リブート機能が正しく動作しない可能性があります。

■ GRUBメニューを処理できない。
■ ドライバに quiesce関数が実装されていない。

サポートされていないドライバを使用しているシステムの高速リブートを試行す
ると、次のようなメッセージが表示されます。

参照
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Sep 18 13:19:12 too-cool genunix: WARNING: nvidia has no quiesce()

reboot: not all drivers have implemented quiesce(9E)

quiesce関数をサポートしていないドライバがグラフィックドライバだけの場合
は、次のコマンドを実行して、強制的に高速リブートを試行することができま
す。

# echo "force_fastreboot/W 1" | mdb -kw# echo "set force_fast \

reboot = 1" #x26;#x26;#x3e;#x26;#x26;#x3e; /etc/system

注 –ネットワークインタフェースカード (NIC)のドライバに quiesce関数が実装さ
れていない場合は、まずインタフェースの unplumbを試行してから、次にシステ
ムの高速リブートを試行します。

■ メモリーが不足している。

システム上に十分なメモリーがないか、または新しいカーネルとブートアーカイ
ブを読み込むための十分な空きメモリーがない場合は、高速リブートの試行が失
敗して次のメッセージが表示されたあと、通常のリブートにフォールバックしま
す。

Fastboot: Couldn’t allocate size below PA 1G to do fast reboot

Fastboot: Couldn’t allocate size below PA 64G to do fast reboot

■ 環境がサポートされていない。

高速リブート機能は、次の環境ではサポートされていません。
■ 準仮想化 (PV)ゲストドメインとして実行されているOracle Solarisリリース
■ 非大域ゾーン

詳細は、次のマニュアルページを参照してください。

■ reboot(1M)
■ init(1M)
■ quiesce(9E)
■ uadmin(2)
■ dev_ops(9S)
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